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Ⅱ 久宝寺遺跡第36次調査 (K H2000-36)



例

本書は、大阪府八尾市大字亀井他で計画された大阪竜華都市拠点地区内で平成12年度に実施

した区画道路 5号線に伴う発掘調査報告書である。

本書で報告する久宝寺遺跡第36次調査 (K H2000-36-1～ K H2000-36-3)の発掘調査の

業務は、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第74号 平成 9年 7月 31日 )に基づき、財団法
人八尾市文化財調査研究会が都市基盤整備公団関西支社から委託を受けて実施したものであ

る。

現地調査は平成13年 2月 5日 ～平成13年 3月 20日 にかけて坪田真―が担当した。調査面積は

136.32ポである。現地調査においては、伊藤静江・岩沢玲子・垣内洋平 。加藤邦枝・川村一

吉・田島宣子・竹田貴子・富永雅子・永井律子・中村百合・村井俊子・村田知子・吉川一

栄 。若林久美子が参加した。

整理業務は、平成15年 7月 22日 ～平成15年 10月 31日 に実施した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―中村、図面 トレースー山内千恵子、図面レイアウトー

原田、遺物写真―垣内が行った。

本書の執筆は、調査終了報告書および調査担当者との検討を基にして原田昌則が行った。

土器の形式・編年で参考とした文献についてはP78に提示した。
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第 1章

Ⅱ 久宝寺遺跡第36次調査 (K H2000-36)

に至る経過

今回、久宝寺追跡第36次調査を実施した久宝寺遺跡の南西部においては、北亀井町 3丁目で

1984年 (昭和59年 )に実施した第 1次調査 (K H84-1)と 1991年 (平成 3年 )に実施した第 9次調査

(K H91-9)で古墳時代初頭 (庄内式期)～前期 (布留式期)の居住域や墓域が広範囲に亘って検出

されている。なかでも、第 9次調査 (K H91-9)では、二重口縁壷と直口壼の2種の壷形埴輪が

検出された古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される前方後方墳 (墳丘長約35m、 周溝幅 6～

10m)が検出されており、中河内地域における古墳文化受容期の在り方を考える上で貴重な資料

を提供している。一方、遺跡範囲の南部を横断する旧国鉄竜華操車場は1986年 (昭和61年 )に廃止

され、同年 7月 に入尾市から「竜華操車場跡地の基本構想」が発表され再開発が進められること

となった。1997年 (平成 9年 )度以降は、「八尾都市計画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理事業」

の一環として、新設道路部分および公共施設建設に伴う発掘調査が (財 )大阪府文化財調査研究セ

ンター (現 大阪府文化財センター)、 (財 )八尾市文化財調査研究会により継続して実施されて
いる。その事業に関連して久宝寺追跡の南西部では、新設道路部分を対象とした発掘調査が1998

年 (平成■年)に第25次調査(K H98-25)、 2000年 (平成12年 )に第31次調査(K H99-31)、 2001年

(平成13年 )に第36次調査(K H2000-36)、 第37次調査(K H2001-37)、 2003年 (平成15年 )に第46

次調査 (K H2002-46)を (財 )八尾市文化財調査研究会が行った他、2002年 (平成14年 )に は竜華東

西線 (その 2)調査を(財 )大阪府文化財センターが実施している。また、西接する位置で1984～

1986年 (昭和59～昭和61年 )に大阪府教育委員会
。
(財 )大阪文化財センターにより行われた近畿自

動車道に伴う亀井北 (その 1～ 3)の発掘調査では、弥生時代前期～奈良時代に比定される遺構・

遺物が検出されており、遺跡名を異にするものの本来は一連の遺跡であつたと考えられる。これ

らの発掘調査の結果から遺跡範囲の南西部では、弥生時代前期～近世に至る遺構・遺物が重層的

に検出され、沖積低地に特有の河川堆積物の累重により形成された不安定な微地形を積極的に活

用した、各時期の集落域の拡がりが確認されている。なお、地理・歴史的環境は本書「 I久宝寺

遺跡第28次調査」の第 2章 (P2～ 8)を参照されたい。

本書で報告する久宝寺追跡第36次調査 (K H2000-36)は 、平成12年度に区画道路 5号線建設に

伴って実施した発掘調査である。総調査面積は136.32♂ を測る。発掘調査は八尾市教育委員会に

よる埋蔵文化財調査指示書に基づき実施した。調

査イよ「大阪竜華都市拠点地区における埋蔵文化財

発掘調査に関する協定書」に基づいて、都市基盤

整備公団関西支社、(財 )八尾市文化財調査研究会

とによる業務委託契約書の締結後、現地調査に着

手した。

現地発掘調査期間は平成13年 2月 5日 ～平成13

年3月 20日 である。内業整理業務は平成15年 7月

22日 ～平成15年 10月 31日 に実施した。

調査

写真 1 調査地全景 (南から)

II

-67-



第 1図 調査地周辺図
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久宝寺遺跡第36次調査 (K H2000-36)

第 2章 調査概

第 1節 調査の方法と経過
今回の調査は「八尾都市計画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理事業」の区画道路 5号線建設

に伴うもので、総調査面積は136。32rを測る。調査地は逆「L」 字状を呈する道路部分を対象と

した3箇所のトレンチで、西から1調査区～3調査区と呼称した。そのうち、 1・ 2調査区が東

西方向、3調査区が南北方向に長い調査区である。各調査区の規模等は下記の第 1表にまとめた。

調査は2調査区→ 3調査区→ 1調査区の順に実施した。調査に際しては、人尾市教育委員会作成

の埋蔵文化財調査指示書に示された試掘調査の結果から、現地表下2.15mま でを機械掘削とし、

以下0。95mについては人力掘削を行った。なお、各調査区の三方に土層観察用のセクション (幅

0.5m)を設定している。地区割については、平成 9年度以降継続する調査に対応する為に、竜

華操車場跡地全域を含む地域を東西 2km、 南北 lkmについて、国土座標第Ⅵ系 (日 本側地系)

を基準として設定した大区画・中区画・小区画を使用した。大区画は500m四方で全体を8区 (I
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～Ⅶ)に区画し、北西隅の区画を Iと し南東隅をⅧと呼称した。中区画は大区画を100m単位に25

区(1～ 25)に区画し、北西隅の区画を1と し南東隅を25と 呼称した。小区画は中区画を10m単位

に区画し、地区の呼称については、東西方向はアルファベット(西からA～ 」)、 南北方向は算用

数字 (北から1～ 10)で示し、 lA区～10J区 とした (13買の第 3図参照)。 なお、小区画内の地
点表示については、国土座標値 (日本側地系)を入れる方法を取つた。遺構面の呼称については、

人力による調査で検出された面を上部より「第 1面」とした。遺構番号については、遺構略号の

後に面番号を付与し、3桁の遺構番号とした。

調査の結果、 2調査区の第 4層上層で室町時代中期に比定される溝 1条 (S D101)、  1調査区
の第 9層上面で古墳時代後期の畦畔状遺構 1条 (畦畔状遺構201)を 検出した他、面的には捉え

ていないが各調査区の断面で確認された第12～ 14層 の水成層を古墳時代前期の自然河川 (NR
301)と した。出土遺物はS D101か ら瓦質羽釜、畦畔状遺構201の盛土層から布留式甕の小破片

が出土した他、木製品では 1調査区の西部の15層 から槽および板材片が出土している。

第 1表 調査区一覧表
地区名 幅 長 さ 面積 調 査 期 間 担 当 者
1調査区 2.4m 19,6m 47,04コF 平成13年 3月 12日 ～ 3月 20日 坪田真一

2調査区 2.4m 32.Om 76.80nF 平成13年 2月 5日 ～2月 26日

3調査区 2.4m 5,2m 12.48oF 平成13年 2月 27日 ～ 3月 7日

第 2節 基本層序
調査地は、既設建物を取り壊した後空き地となっていた部分であり、最上層 (第 0層 )の大部

分は工事の際の撹乱である。第 1層 。第 2層 はグライ化が著しく、近代まで連綿と水田耕作が営

まれていたことが看取される。第 3～ 5層 はシルト質粘土～極細粒砂の互層状を呈する水成層で

ある。 1区では上部で攪拌が著しく認められ、水田耕作が行われていた可能性が高い。第 6層 ・

第 7層 の粘土層は、 1区の畦畔状遺構201部分ではその高まりに沿った堆積が認められる。第 7

層は多量の植物遺体を重層的に含む特異な層相で、当地周辺の鍵層となっている。第 8層・第 9

層は植物遺体を多く含み、沼沢地の様相を呈している。第 9層上面では 1区で畦畔状遺構201を

検出している。第12～ 14層 のシルト質粘土～粗粒砂層は河川堆積層 (N R 301)である。

第 0層 :盛土・撹乱。上面の標高は約T.P,+8.Omで層厚約0。7mを測る。

第 1層 :10BG3/1暗青灰色シルト。旧耕土にあたリグライ化が著しい。 2調査区北西隅での

み確認した。上面の標高は約T,P.+7.4mで、層厚約10cmを 測る。

第 2層 :7.5GY5/1緑灰色細粒砂混シルト質粘土。斑鉄を少量含むグライ化層で、第 1層 と同

様の作土層であろう。 2調査区北東隅での上面の標高はT.P.+7.3～ 7.lmで、層厚約

20cmを測り、東に行くほど標高は下がつている。

第 3層 :2.5Y6/1黄灰色極細粒砂混粘土質シルト。酸化鉄分・マンガン斑を多く含む。 1区で

はブロック状を呈し、攪拌が著しい。上面の標高は約T.P。 +7.1～ 6.8mで 、層厚約30

cmを測り、西に行くほど標高は下がつている。

第 4層 :2.5Y6/1黄灰色極細粒砂混シルト質粘土。斑鉄を多く含む。層厚約15cmを 測る。 2調

査区第 1面検出面。

第 5層 :2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト～シルトの互層。層厚約10cm。
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Ⅱ 久宝寺遺跡第36次調査 (K H2000-36)

第 6層 :2.5GY4/1暗オリーブ灰色シルト質粘土。下部にラミナが見られ、細かい植物遺体を

含む。層厚10～ 25cmを測る。

第 7層 :5GY4/1暗オリーブ灰色粘土。特に下部に植物遺体がラミナ状に多く堆積する。上面

の標高は約T.P。 +6.3m、 層厚10～ 30cmを測る。

第 8層 :2.5GY4/1暗オリーブ灰色シルト質粘土。 1区では極細粒砂を多く含んでいる。植物

遺体を多量に含み、 2・ 3区では炭酸鉄が顕者に認められる。上面の標高T,P.+6.2

～6.Om、 層厚10～ 25cmを測り、東に下がる堆積である。

第 9層 :2.5Y4/1黄灰色極細粒砂～中粒砂混シルト質粘土。 1区でのみ認められた。植物遺

体 (葦が主)を多量に含む。西部では砂粒は少なく、炭酸鉄を含む。層厚 5～ 15cmを測

る。 1調査区第 2面検出面。

第10層 :7.5GY4/1暗緑灰色極細粒砂混粘土。細かい植物遺体含む。 3区では炭酸鉄が含まれ

る。上部は土壌化しており黒褐色を呈する部分が多い。層厚10～20cmを測る。

第11層 :7.5Y4/1灰色粘土。植物遺体をラミナ状に少量含む。酸化鉄を少量含む。 3区でのみ

認められた。層厚 5～ 20cmを測る。

第12層 :7.5Y6/1灰色極細粒砂～粗粒砂 (～ 3 41al)の 互層。部分的に、植物遺体をラミナ状に含

む粘土質シルト～シルトの互層が認められる。おおまかには上部に水平ラミナ、下部

に南東から北西に下がる斜行ラミナが観察できる。層厚 5～ 70cmo N R 301の 埋土。

第13層 :5Y6/1灰色粗粒砂～シルト質粘上の互層。植物遺体を含む。層厚50～ 70cmo N R 301

の埋土。

第14層 :2.5GY5/1オ リーブ灰色シルト～細粒砂の互層。炭化植物をラミナ状に多量に含む。

層厚は最大約25cmを測る。 N R 301の埋土。

第15層 :10Y4/1灰色シルト質粘土。細かい植物遺体を含み、水平ラミナが認められる。層厚

5～ 40cm。

第16層 :7.5GY4/1暗緑灰色粘土。炭酸鉄を多量に含む。層厚15cm以上。

第 3節 検出遺構と出土遺物
・第 1面

2調査区の第 4層上面 (ToP.+6.6m)で室町時代中期に比定される溝 1条 (S D101)を検出

した。

溝 (SD)

S D101

2調査区中央のV-15-7J地区で検出した。第 4層 より上面から切り込まれる遺構である。

南北方向の溝で、規模は検出長1.4m、 幅約1.2m、 深さ約0.9mを測り、断面逆台形を呈する。埋

土は4層 に分かれ、上から5GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂混シルト質粘土 (ブロック状。斑鉄多

く含む。)、 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色極細粒砂混粘土 (ラ ミナ。上部植物遺体多 く含む。)、

7.5GY4/1暗緑灰色極細粒砂混粘土 (ブロック状。植物遺体含む。)、 10Y4/1灰色細粒砂混粘土

質シルト(ブロック状)であり、常時流水状況ではなかったといえるものである。
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遺物は最下層から瓦器椀の小片が 1点出土したのみである。また、機械掘削の際、室町時代中

期 (15世紀前半)に比定される瓦質羽釜が 1点 (1)出土しており、出土地点・レベルからみて
当溝上層の遺物であったと捉えられ、溝埋没時期を示すものと思われる。なお、平面的には捉え

ていないが、調査区南壁の観察では東側に隣接 して幅約 1.6m、 深さ約0.3mを測る掘 り込みが認

められ、この部分も溝の範囲である可能性がある。また、西狽1約3.5mに もこれと同様の掘 り込

みが認められ、平行する溝である可能性がある。瓦質羽釜 1点 (1)を 図化した。 1は瓦質羽釜
の口縁部から体部上半にかけての資料で、口縁部の約1/4が残存 している。復元口径26。 9cm、 復

元鍔径35.5cmを測る。体部は寸胴で、内傾 して伸びる口縁部外面に強いヨコナデにより段状をな

す。鍔は水平に貼られており、端部は平坦な面を成す。体部外面の調整は縦方向のヘラケズリの

後ヨコナデを施す。内面は口縁部付

近が横方向のナデ、以下は縦方向の

ナデを施す。色調は灰色。胎土およ

び焼成は良好で、口縁部内外面に泊

痕が認められる。森島康雄氏分類の

E型式に分類されるもので、時期は

15世紀前半が推定される。

・第 2面

1調査区の第 9層上面 (ToP.+6。 1～ 6.Om)で古墳時代後期に比定される畦畔状遺構 1条 (畦
畔状遺構201)を検出した。

畦畔状遺構 (畦畔状遺構)

畦畔状遺構201

1調査区西部のV-15-7・ 8DoE区 の第 9層上面で検出した。
南北方向に伸びる畦畔である。上面の標高は約ToP.+6.4mを 測る。断

面蒲鉾状を呈し、規模は上幅約1.lm、 下幅約2.lmを測る。高さは西

側約40cm、 東側約30cmを測り、畦畔状遺構201の東・西で約10cmの比

高差がある。第 9層 を盛土して構築されたと考えら

れ、上部には炭化植物を含み土壌化して黒褐色系を

呈する(上部盛土)。 なお、堆積状況から、当初は第

10層上面に下幅約1.5mの規模で構築されていたこ

とが確認でき(下部盛土)、 同地点に再度盛上して規

模を拡大している。下部盛上の上部も土壌化が顕著

に認められることから、長期にわたって機能してい

たことが看取される。なお形状からみて水田に伴う

大畦畔である可能性もあるが、両側は沼沢地と考え

られる層相を呈し、明瞭な水田耕作土は認められな

い。

0                  10                20cm

第 3図  S D101出土遺物実測図

0               10cm

第 4図 畦畔状遺構201

出土遺物実測図
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写真 2 畦畔状遺構201検出状況 (西から)
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Ⅱ 久宝寺遺跡第36次調査 (K H2000-36)

TP+800m

36-3 東壁36-1 北壁

第 0層 盛土・撹乱
第 1層  1 0BC3/1暗 青灰色シル ト

第 2層 7.5GY5/1緑灰色細粒砂混シル ト質粘土

第 3層 2.5Y6/1黄灰色極細粒砂混粘土質シル ト

第 4唐 2.5Y6/1黄灰色極細粒砂混シル ト質粘土

第 5層 2.5Y4/1黄灰色粘土質ンル ト～シル トの互層

第 6層 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色シル ト質粘土

第 7眉 5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土

第 8層 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色ンル ト質粘土

TP+800m

2.5Y4/1責 灰色極細粒砂～中粒砂混シル ト質粘土

7.5GY4/1暗緑灰色極細粒砂混粘土

7.5Y4/1灰 色粘土

7.5Y6/1灰 色極細粒砂～粗粒砂の互層

5Y6/1灰 色粗粒砂～シル ト質粘上の互眉

2,5GY5/1オ リーブ灰色シル ト～細粒砂の互層

10Y4/1灰色シル ト質粘土

7.5GY4/1暗緑灰色粘土

36-2 北壁

第 9層

第10層

第11層

第12層

第13層

第14層

第15層

第16層

（〇
ミ
≡
＝

の
）

畦畔状遺構201

〇
わ
り
∞
∞
―
＝
井

第 5図  1～ 3調査区平断面図

(S=1/200)
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Ⅱ 久宝寺遺跡第36次調査 (K H2000-36)
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第6図 第25次-1～ 3調査区、第37次-1調査区検出の畦畔状遺構との関係
遺物は上部盛土内から古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される布留式甕口縁部の小片が

1点 (2)出土したのみである。また、畦畔状遺構201の西側裾部、遺構面を覆う第 7層 中から
であるが、木樋状の木片が出土している。布留式甕 1点 (2)を図化した。 2は布留式甕の口縁

部の小片である。復元口径14.9cmを 測る。口縁部は内湾気味に伸びるもので、端部は内傾肥厚し

て終る。色調は褐灰色。胎土中に0.1～ l mn大の長石・石英・角閃石を多く含む。古墳時代前期

前半 (布留式古相)に比定される。

畦畔状遺構201上部の盛土内からは古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される布留式甕が

出上しているが、本遺構は北側の第25次調査 3調査区で検出された大畦畔に連続するものと考え

られ、それらが古墳時代後期とされているため、時期的には古墳時代後期が推定される。

・第 3面

平面的には捉えていないが、調査区全域で確認された水成層である第12～ 14層 (T.P。 +6.05～

5。2m)を 自然河川 (N R 301)と した。
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11255

X=-153160
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36-3□   ~
X=-153240

X=-153260

第7図 第25次 -1～ 3調査区検出の自然河川との関係
自然ヱ可ナII(NR)

N R301

調査地全域にみられる水成層である第12～ 14層 をN R301と したが、部分的な検出であるため

詳細は不明である。北側の第25次調査 2・ 3調査区で検出した古墳時代前期 (布留式期)に埋没

する自然河川に連続する河川である。 1調査区西部が最も深く、流心部であったと考えられ、調

査ではToP.+5。2m迄を確認したが底部のレベルはさらに低いことが想定される。第12層 は層厚

最大約70cmを 測る砂層で、 1調査区東部で第13・ 14層 を削平して一時期肩を形成していたことを

示している。上部に水平ラミナ、下部に南東から北西に下がる斜行ラミナが観察できる。 3調査

区では上層は粘土層 (第 11層 )と なっており、 N R 301東側の後背湿地にあたっている。

遺物は、土器では2調査区で古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される甕の小片が 1点出

上したのみである。木製品では 1調査区西部で槽・板材が出土した他、流木がみられた。槽 l点

(3)を図化した。側辺の一部を欠く。残存部分で長辺65cm、 短辺15cm、 高さ3 cmを測る。樹種
はスギである。
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Ⅱ 久宝寺遺跡第36次調査 (K H2000-36)

10

301出土遺物実測図第 8図  NR



立早 まとめ

今回の久宝寺遺跡第36次調査は道路建設に伴う調査で、各調査区は狭長なものであり遺構の広

がりを捉えるという点では困難な調査であった。しかし北側で実施している久宝寺第25次調査の

成果と合わせて、当遺跡西部における新たな考古学的知見を見いだすことができた。

調査地全域で検出した河川 N R301は、久宝寺第25次調査 2。 3調査区で検出されている河川

に続くもので、その広がりが確認された (第 7図参照)。 古墳時代前期 (布留式期)に埋没する

河川である。

畦畔状遺構201は久宝寺第25次調査 2・ 3調査区で検出されている水田域に続くものである。

今回の調査では、同地点に再度盛上して規模を拡大していることが確認された (第 6図参照)。

また水田耕土が認められないことから、水田域につながる道としての機能も考えられる。

調査地の東約100mに は『釈迦寺山』と称される地があり、付近からは鎌倉 。室町時代の瓦が

出土することから、鎌倉時代に存在し大和西大寺の叡尊が菩薩会を授けた『千光寺』の釈迦堂址

と推定されている。直接関連するものかどうかは不明であるが、15世紀代に埋没したと考えられ

るS D101は、当地の中世の様子を知る上で重要な遺構といえよう。

目主言己

註 1 1999 原田昌則・坪田真―・古川晴久・森本めぐみ「10。久宝寺遺跡第25次調査 (K H98-25)」 『平成

10年度 (財)八尾市文化財調査研究会事業報告』 (財)入尾市文化財調査研究会

2000 原田昌則・坪田真―・古川晴久・森本めぐみ「 8.久宝寺遺跡第25次調査 (K H98-25)」 層平成

11年度 (財)八尾市文化財調査研究会事業報告』 (財)八尾市文化財調査研究会

註 2 吉岡 哲他 1988 「第三章第五節中世における信仰」『増補 人尾市史 (前近代)本文編』入尾市役所
小谷利明他 2001 「真観寺文書の研究」人尾市立歴史民俗資料館

参考文献

。古式上師器

原田昌則 1993 「第 5章  まとめ 3)中 河内地域における庄内式から布留式土器の編年試柔」 FⅡ 久宝

寺遺跡 (第 1次調査 )』 (財)入尾市文化財調査研究会報告37

・土釜

森島康雄 1990 「中河内の羽釜」F中近世土器の基礎研究Ⅵ』日本中世土器研究会
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)



千アJ

1. 本書は、大阪府八尾市大字亀井他で計画された大阪竜華都市拠点地区内で平成13年度に実施

した大阪竜華都市拠点地区竜幸東西線 1-4工区 。1-5工区に伴う発掘調査報告書であ
る。

本書で報告する久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37-1～ 2)の発掘調査の業務は、八尾市

教育委員会の指示書 (八教社文第74号 平成 9年 7月 31日 )に基づき、財団法人八尾市文化財
調査研究会が都市基盤整備公団関西支社から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成13年 9月 13日 ～平成13年 11月 16日 にかけて漕 斎 。金親満夫が担当した。調
査面積は943.0♂ である。現地調査においては、伊藤静江・岩沢玲子・垣内洋平・加藤邦

枝・川村一吉・田島宣子・竹田貴子・永井律子・中村百合・村田知子 。吉川一栄・若林久美

子が参加した。

整理業務は、平成15年 9月 1日 ～平成16年 1月 30日 に実施した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測一伊藤・岩沢 。加藤 。田島・永井・中村・村井俊子・吉

川・若林、図面 トレースー山内千恵子、図面レイアウトー原田昌則・金親、遺物写真一垣内

が行った。

1,本書の執筆は、調査終了報告書および調査担当者との検討を基にして原田昌則 。金親満夫が

行つた。

現地調査の実施および整理事業においては、以下の方々からの協力とご指導を受けた。

奥村茂輝 。南條直子 ((財 )大阪府文化財センター)、 福田和浩 (河内長野市教育委員会)、 辻本

裕也 (パ リノ・サーヴェイ(株))、 水谷睦彦 (総合科学株式会社 )、 (株)かんこう、都市基盤整

備公団関西支社、 (株)北邦工務店、 (有 )中島建設

自然科学分析については下記の諸機関に委託した。

【花粉分析】水谷睦彦(総合科学株式会社)

【樹種同定】パリノ・サーヴェイ(株 )

【脂肪酸分析・リン分析・微細遺物分析】パリノ・サーヴェイ(株 )

1.土器の形式・編年および検出遺構で参考とした文献についてはP123に提示した。
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

第 1章 調査に至る経過

今回、久宝寺遺跡第37次調査を実施した久宝寺遺跡の南西部においては、北亀井町 3丁目で

1984年 (昭和59年)に実施した第 1次調査 (K H84-1)と 1991年 (平成 3年 )|こ実施した第 9次調

査 (K H91-9)で古墳時代初頭 (庄内式期)～前期 (布留式期)の居住域や墓域が広範囲に亘って検

出されている。なかでも、第 9次調査 (K H91-9)では、二重口縁壷と直口壷の2種の壷形埴輪

が検出された古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される前方後方墳 (墳丘長約35m、 周溝幅 6

～10m)が検出されており、中河内地域における古墳文化受容期の在り方を考える上で貴重な資

料を提供している。一方、遺跡範囲の南部を横断する旧国鉄竜華操車場は1986年 (昭和61年 )に廃

止され、同年 7月 に入尾市から「竜華操車場跡地の基本構想」が発表され再開発が進められるこ

ととなった。1997年 (平成 9年 )度以降は、「八尾都市計画事業大阪竜華都市棚点土地区画整理事

業」の一環として、新設道路部分および公共施設建設に伴う発掘調査が(財 )大阪府文化財調査研

究センター(現 大阪府文化財センター)、 (財 )八尾市文化財調査研究会により継続して実施され
ている。それらの事業に関連して久宝寺遺跡の南西部では、新設道路部分を対象とした発掘調査

が1998年 (平成11年 )に第25次調査 (K H98-25)、 2000年 (平成12年 )|こ第31次調査 (K H99-31)、

2001年 (平成13年 )に第36次調査 (K H2000-36)、 第37次調査 (K H2001-37)、 2003年 (平成15

年)に第46次調査 (K H2002-46)を (財 )八尾市文化財調査研究会が行った他、2002年 (平成14年 )

には竜華東西線 (その 2)調査を(財 )大阪府文化財センターが実施している。また、西接する位置

で昭和59～ 61年に大阪府教育委員会 。(財 )大阪文化財センターにより行われた近畿自動車道建設

に伴う亀井北 (その 1～ 3)発掘調査では、弥生時代前期～奈良時代に比定される遺構・遺物が検

出されており、追跡名を異にするものの本来は一連の遺跡であったと考えられる。これらの発掘

調査の結果から遺跡範囲の南西部では、弥生時代前期～近世に至る遺構・遺物が重層的に検出さ

れ、沖積低地に特有の河川堆積物の累重により形成された不安定な微地形を積極的に活用した、

各時期の集落域の拡がりが確認されている。なお、地理・歴史的環境は本書「 I久宝寺遺跡第28

次調査」の第 2章 (P2～ P8)を参照されたい。

本書で報告する久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)は 、平成13年度に竜華東西線道路建設

に伴って実施した発掘調査である。総調査面積は943.0♂ を測る。発掘調査は人尾市教育委員会

による埋蔵文化財調査指示書に基づき実施した。

調査は「大阪竜華都市拠点地区における埋蔵文化

財発掘調査に関する協定書」に基づいて、都市基

盤整備公団関西支社、(財 )入尾市文化財調査研究

会とによる業務委託契約書の締結後、現地調査に

着手した。

現地発掘調査期間は平成13年 9月 13日 ～平成13

年11月 16日 である。内業整理業務および印刷・製

本は平成15年 9月 1日 ～平成16年 1月 30日 に実施

した。 写真 1 2調 査区調査風景
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久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

第 2章 調査概

第 1節 調査の方法と経過
今回の発掘調査は、「八尾都市計画事業大阪竜華都市挺点土地区画整理事業」の竜華東西線建

設に伴うもので、総調査面積は943.0♂ を測る。調査区は道路を挟んだ東西の 2箇所で、西側を

1調査区、東側を2調査区と呼称した。各調査区の規模等は次頁の第 1表にまとめた。

調査は 1調査区と2調査区を並行して実施した。調査に際しては、八尾市教育委員会の埋蔵文

化財調査指示書に示された試掘調査や周辺での調査結果から、 1調査区では現地表下1.6mま で

を機械掘削とし、以下1.05mに ついては人力掘削を行い、 2調査区は現地表下1.5mま でを機械掘

削とし、以下0。70mについては入力掘削を行った。

地区割については、平成 9年度以降継続する調査に対応する為に、竜華操車場跡地全域を含む

地域を東西 2 km、 南北 l kmについて、国土座標Ⅵ系を基準として設定した大区画・中区画・小区

画を使用した。大区画は500m四方で全体を8区 (I～Ⅷ)に区画し、北西隅の区画をIと し南東

隅をⅧと呼称した。中区画は大区画を100m単位に25区 (1～ 25)に区画し、北西隅の区画を 1と

し南東隅を25と 呼称した。小区画は中区画を10m単位に区画し、地区の呼称については、東西方

向はアルファベット(西からA～ J)、 南北方向は算用数字 (北から1～ 10)で示し、 lA区～10」

区とした (P13参照)。 また、小区画内での地点表示については、国土座標値 〔日本側地系〕を

X=-153.160

X=-153.130

X=〓 ―-153.200

X=-153.220

(S-1/800)

第 2図 調査区設定図および地区割図
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入れる方法を取つた。遺構面の呼称については人力による調査で検出された面を上部より「第 1

面」とした。遺構番号については、遺構略号の後に面番号を付与し、 3桁の遺構番号とした。

調査の結果、古墳時代初頭前半 (庄内式古相)～ 中世に至る5面 (第 1面～第 5面)の遺構面

を検出した。出土遺物の総数はコンテナ (40× 60× 20cm)約 6箱である。なお、自然科学の分析

としては花粉分析の他、 2調査区の第 4面で検出した402号墳の組合式木棺に付いて、木棺材の

樹種同定および木棺内土壌の脂肪酸分析、リン分析、微細遺物分析を行っている。自然科学分析

の詳細については、第 3章第 1～ 2節に示した。

第 1表 調査区一覧表

調査区名 面積 調 査 期 間 担当者

1調査区 578,Oo〆 平成13年 9月 15日 ～11月 6日 漕 斎

2調査区 365,O�
2

平成13年 9月 13日 ～11月 16日 金親満夫

第 2節 基本層序
調査地は南北方向の道路を挟んで西側の 1調

査区 (1-4工区)と 東側の 2調査区 (1-5
工区)に分かれる。隣接する調査区であるが、

北東上がりの地形変節点にあたっており、特に

中世以前の堆積層には高低差が生じるほか、堆

積土層にも相違がみられる。普遍的に存在が認

められた21層 (第 0層 ～第XX層 )を基本層序と

した。

整地のために0.8m前後の厚さで盛土された

第 0層 を除去すると、全域に耕作上である第 1

層が現れる。以下数枚の耕作土からなるグライ

化した第Ⅱ層が続く。このグライ層には瓦器、土師器に混じって陶磁器片が含まれており、中世

から近世にかけての上層と考えられる。第Ⅲ層 ,第Ⅳ層も作土層で 1調査区の中央部より以南で

は、第Ⅳ層上面 (第 1面)で畝状遺構群を検出している。さらに 1調査区の第V層 (第 2面 )、

第Xl層 (第 3面)上面では畦畔等の遺構を検出していることから、当該地が古墳時代後期以降、

連綿と耕作地として使用されていたことが窺われる。また、第Ⅶ層は調査地の西方で行われた近

畿自動車道建設に伴う「亀井北 (1～ 3)」 の調査で確認されている植物遺体を多量に含み黒色

帯を形成する堆積層に対応するものであり、周辺の調査における鍵層となっている。 2調査区東

側では人為的な盛土による第Ⅸ層によって第Ⅶ層が途切れる部分を確認している。第XⅥ層はシル

ト～極細粒砂混シルトの層相で、古墳時代初頭 (庄内式期)～古墳時代前期 (布留式期)の遺物

包含層であるが、 2調査区の第XⅥ層上面では古墳時代前期後半 (布留式新相)の墳墓と耕作溝が

見つかるなど、人為的な手が加わった堆積層と推定される。第XⅦ層上面は古墳時代初頭 (庄内式

期)の遺構面 (第 5面 )と なるが、遺構の分布は2調査区全域と1調査区北東端に限定される。

古墳時代初頭 (庄内式期)～古墳時代前期 (布留式期)の生活面を覆うように第XI層 ～第XⅡ層の

粘土～シルト質粘土を主体とする水成層が厚く堆積しており、古墳時代前期後半 (布留式新相)

写真 2 1調査区東壁 (南から)
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査(K H2001-37)
～古墳時代後期にかけては閉塞された沼沢地状の環境であったことが窺われる。また、 1調査区

北東付近のみ洪水砂とみられる第XⅣ層と第XV層が第XⅥ層上面を覆っていた。第XX層以下の層相は

1調査区では植物遺体をラミナ状に含む水成粘土の堆積が確認されるが、 2調査区では細粒砂～

中粒砂層の堆積が確認される。

第 0層 :盛土および攪乱層。層厚0,8m前後。上面の標高はT.P.+8.1～ 8.Om。

第 I層 :10GY4/1暗緑灰色極細粒砂混粘土質シルト。層厚0。 1～ 0,3m。 近世・近代の作土。

第Ⅱ層 :2.5GY4/1暗 オリーブ灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト。層厚0.1～ 0.3m。 斑状鉄分が

みられるグライ化層で、作土とみられる。砂粒の混入状況によって数層に分けること

が可能である。中世～近世の瓦器、土師器、陶磁器を含む。

第Ⅲ層 :5Y4/2灰 オリーブ色～10Y5/1灰色の色調で層相は粘土質シル ト。層厚0.05～ 0.2m。

上部にはマンガン斑が多く、下部には斑状鉄分が含まれる。

第Ⅳ層 i10YR7/8責橙色～ 5Y4/8暗オリーブ色。層相は極細粒砂～中粒砂混砂質シルト。層

厚0.05～ 0.2m。 斑状鉄分を含む。 1調査区南側では鉄分が顕著になり、締まりが強く

なる。上面が第 1面検出面。

第V層 :1調査区で検出した。2.5Y4/1黄 灰色の色調で層相はシル ト～粘土質シルトである。

層厚0.05～ 0。 15m。 上部に斑状鉄分が顕著で、攪拌された状況が窺えることから作土

と考えられる。層中に数条のシルトによるラミナがみられる。水成堆積。上面が 1・

2調査区第 2面検出面。

第Ⅵ層 :5Y4/1灰色粘土質シルト質粘土～シルト。層厚0。 1～ 0。 3m。 斑状鉄が部分的に認めら

れる。上面が第 2調査区第 2検出面。

第Ⅶ層 :2.5Y4/1～ 5Y2/2オ リーブ黒色。層相は粘土質シルト～シルト質粘土。層厚0.1～ 0。2m。

15～ 20枚の炭化した植物遺体によって構成されている。植物遺体は章が大半で、浅い

湿地状態で形成された堆積層である。

第Ⅷ層 :2調査区で検出した。5Y6/1灰色シルト～細粒砂。層厚0.lm。 酸化鉄粒を含む土壌化

層である。下面に砂のラミナが見られる。 2調査区第 2面検出面。

第Ⅸ層 :2調査区で検出した。 2層 に分層される盛土層で、第 3面で検出した盛土状遺構301

を構成している。上層が第Ⅸ-1層 10YR5/1褐灰色シルト。層厚0。 lm。 下層が第Ⅸ―

2層 2.5Y5/1黄灰色細礫混シルト。層厚0,15～ 0.3m。 上層は酸化鉄粒を含む土壌化層

である。古墳時代後期～飛鳥時代の追物を含む。第 2調査区第 3面検出面。

第X層 :2調査区で検出した。10Y3/1黒褐色極細粒混砂質シルト。層厚0.1～ 0。 15m。 やや粘

質である。 2調査区の南部では炭酸鉄粒と細かい炭化有機物を少量含む。古墳時代中

期後半～後期前半の遺物を含む。

第XI層 :1調査区で検出した。7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト混粘土。層厚0.1～ 0。3m。 炭酸鉄

粒を多く含む。植物遺体やシルトが攪拌された状態で混じる。花粉分析結果ではイネ

科の花粉が非常に高率に産出し、その内イネ属型のものが大半を占めている。上面が

1調査区第 3面検出面で水田が検出されている。

第XI層 :1調査区で検出した。7.5GY4/1暗緑灰色シルト質粘土。層厚0.05～ 0。 lm。 植物遺体

がラミナ状にみられるが、第XⅡ層からの踏み込みによって部分的に攪拌される。第XI
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層と同様イネ科の花粉が非常に高率に産出されている。

第XⅡ層 :1調査区で検出した。2.5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト。層厚0。2mo l調査区
と2調査区南西側でみられる水成堆積層である。植物遺体がみられる。

第XⅣ層 :7.5Y6/1灰色細粒砂。層厚0.05～ 0。2m。 1調査区北側のみで確認される。西北側から

の洪水砂層と推定される。

第XV層 :10Y4/1灰色シルト。層厚0.05～ 0。2mo ttXⅣ層と同じく1調査区北側のみで確認され

た。西北側からの洪水砂によって形成されたシルト層で、植物遺体を含む。花粉分析

ではイネ科花粉が高率であり水田であった可能性が高い。

第XⅥ層 :7.5Y3/1オ リーブ黒色～7.5Y2/1黒色の色調で層相は細礫混シルト～粘土質シルト。

層厚0.10～ 0.35m。 植物遺体が少量みられ、細粒砂とシルトブロックを含む土壌化層

で、弥生時代後期後半～古墳時代前期前半 (布留式古相)の遺物包含層。上面が第4

面検出面。

第XⅦ層 i10Y4/1灰色シルト少量混細粒砂。層厚0。 05～ 0。3m。 シルトの小さなブロックが混じ

る。土壌化層。上面が第 5面検出面。

第XⅧ層 :2調査区で検出した。10Y4/1灰色細粒砂混粘土質シルト。土壌化層。層厚0,1～ 0。2m。
上面が第 5面検出面。

第XX層 :1調査区で検出した。10G4/1暗緑灰色粘土質シルト。層厚0。 15m。
第XXtt i 10Y5/1灰色シルト混細粒砂～中粒砂。層厚0,2m以上。ラミナが若干見られる。
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

TP+700m
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都

盛土および撹乱層

10BY4/1暗 緑灰色極細粒砂混粘土質シル ト

2.56Y4/1暗オリーブ灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト

5Y4/2灰 オリーブ色～10Y5/1灰色粘土質シル ト

10YR7/8黄 橙色～5Y4/3皓 オリーブ色極細粒秒～中粒砂混砂質シル ト

2.5Y4/1黄 灰色シル ト～粘土質シル ト

5Y4/1灰 色粘土質シル ト～シル ト質粘土

2.5Y4/1～ 5Y2/2オ リーブ黒色シル ト質粘土～粘土質シル ト

5Y6/1灰色シル ト～細粒砂

第Ⅸ-1層 10YR5/1掲 灰色シル ト
第Ⅸ-2層2.5Y5/1黄 灰色細礫混シル ト
7.5Y3/1オ リーブ黒色ンル ト混粘土

7.5GY4/1暗緑灰色ンル ト質粘土

2.56Y3/1皓オリーブ灰色粘土質シル ト

7.5Y6/1灰 色細粒砂

10Y4/1灰色シル ト

7.5Y3/1オ リーブ黒色～7.5Y2/1黒 色細礫混ンル ト～粘土質シル ト

10Y4/1灰色シル ト少量混細粒砂

10Y4/1灰色細粒砂混粘土質シル ト

10G4/1皓緑灰色粘土質シル ト

10Y5/1灰色シル ト混細粒砂～中粒砂

1区東壁

32 5Y5/2灰オリーブ色極細粒砂混粘土質シル ト

33 10Y5/1灰色粘土質シル トに7.5Y6/1灰 色粘土質シル トのブロック

34 7.5GY5/1緑灰色粘土質シル ト

35 2.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト

36 5Y5/2灰オリーブ色極細粒砂混シル ト

37 7.5Y6/2灰オリーブ色極細粒砂混粘土質シル ト (鉄分付着)

38 10Y5/1灰色極細粒砂混シル ト (マ ンガン斑多い)

39 7.5Y6/2灰オリーブ色極細粒秒混シル ト (マ ンガン斑顕著)

40 7.5Y6/2灰オリーブ色シル ト (マ ンガン斑)

41 5Y6/2灰オリーブ色格土質シル ト (酸化鉄・マンガン斑多い)

42 5Y5/3灰 オリーブ色粘土質シル ト (マ ンガン斑)

43 5Y5/1灰色細粒砂混粘土質シル ト (マ ンガン斑)
44 10Y7/1灰 白色細粒砂 (43層 をブロックで合む)

45 7.5Y5/2灰オリーブ色極細粒砂混シル ト (斑状鉄)

46 5Y3/1オ リーブ黒色粘土 (植物遺体を極少量含む)畦畔301
47 7.5Y4/1灰色粘土質シル ト (植物遺体を少量含む)S D 301

48 2.5CY3/1オ リーブ灰色粘土 (植物遺体を少量含む)畦畔302
49 5Y2/2オ リーブ黒色極細粒砂混シル ト

50 10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル ト (炭化物を少量含む)

51 10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル トに

2.5GY4/1暗オリーブ色シル トが混じる

52 10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル ト

53 7.5Y3/2オ リーブ黒色粘土質シル ト (炭化物を多く含む)

2区北壁

54 7.5Y5/1灰色極細粒砂混粘上質シル ト

55 2.5Y6/2灰黄色シル ト混細粒砂～粗粒砂のラミナ

56 2.5Y6/3にぶい黄色中粒砂～粗粒砂のラミナ

57 7.5Y4/1灰色粘土質シル トに2.5CY5/1オ リーブ灰色細粒砂

～中粒砂がラミナ状に入る

7.5Y2/1黒 色粘土質シル ト (炭化物がラミナ状に入る)

5Y3/1オ リーブ黒色シル ト混細粒砂～中粒砂

7.5Y4/1灰 色シル ト混極細粒砂～細礫

7.5Y2/1黒 色細粒砂質粘土質シル ト (炭化物がラミナ状に入る)

7.5Y3/1オ リーブ黒色シル ト混細粒砂

7.5Y4/1灰 色シル ト混細粒砂 (やや粘質)
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21 7.5Y70灰 白色砂質シル ト

22 7.5Y〃 2灰白色砂質シル ト

23 2.5GY6/1オ リーブ灰色粘土質シル ト

24 5Y6/4オ リーブ責色シル ト (砂礫混)
25 7.5Y5/2灰オリーブ色シル ト (島畑下部層)

26 2.5GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂混シル ト

27 10Y5/1灰色シル ト

28 7.5Y5/1灰色極細粒砂混シル ト

29 5Y5/2灰 オリーブ色極細粒砂混ンル ト

30 7.5Y4/1灰色シル ト質粘土 (炭化物を少量合む)S0301
31 7.5Y3/2オ リープ黒色粘土質シル ト S D504

]N R201

コ響慾

コ饗慾

64 7.56Y4/1灰色ンル ト～極細粒砂に10Y4/1灰色シル ト

～極細粒砂のブロックが入る S K507
65 7.5Y4/1灰色シル ト混極細粒砂 (炭化物を含む)402号墳北周溝
66 7.5Y3/1オ リーブ黒色シル ト混極細粒砂

67 7.5Y4/1灰色極細粒砂質シル ト

68 7.5Y3/1オ リーブ黒色シル ト S D503
69 7.5Y3/1オ リーブ黒色粕土質シル トと

5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土質シル ト S D509
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コ
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73 7.5Y4/1灰色細礫混細粒砂質シル ト S K513
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58

59

60

61

62

63

第 3図  1。 2調査区基本層序
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

第 3節 検出遺構と出土遺物
1)各調査区の概要
。第 1面 (第 6図、図版―)

1調査区の第Ⅳ層上面 (T,P.+6.6～ 6.5m)で土坑 2基 (S K101・ S K102)、 溝 1条 (SD
101)、 小穴 2個 (S P101・ S P102)、 畝溝群 1箇所 (畝清群101)を検出した。機械掘削の関係

上第Ⅳ層上面で検出できず、第Ⅳ層中での検出となった。S K101。 S K102・ S D101は埋土か

らみて上位層から切り込まれていることが窺われる。このため土坑と溝は中世～近世の遺構と考

えられる。畝清群1011こ ついては出土遺物が皆無であるため時期は不明だが、層序から勘案して

中世としておきたい。

土坑 (SK)
S K101(第 4図、図版二)

1調査区北部のⅥ-6-9B地 区で検出した。本来の構築面は第Ⅳ層より上位に位置する。隅
丸方形を呈する土坑で、東西幅1.45m、 南北幅1.45m、 深さ0.34mを 測る。埋土はブロックを含

む不均質な2層から成る。遺物は平瓦片が 1点出上している。

S K102(第 5図、図版二)

1調査区中央部のⅥ-6-10B地 区で検出した。 S K101と 同様、本来の構築面は第Ⅳ層より
上位に位置する。不整円形を呈する土坑で、長径2.Om、 短径 l。9m、 深さ0.31mを測る。埋土は

3層で構成されており、全体にシルト質粘上のブロックを含んでいる。遺物は出上していない。

卜
∞
Ｗ

・∞
∞
！
ｆ
”
Ｗ
＞

阜|

X=-153.184

T,P.+6.50m

2.5Y7/4浅 黄色砂質ンルトと

7.5Y3/2灰白色シルトの互層
N8/0灰白色シルトに10YR5/1

掲色灰色シルト質粘上のブロック

0         1m

T.P,+6.50m

0        1m
7.5Y4/2灰オリーブ色極細粒砂混シル ト~~
5Y4/1灰色シル ト混極細粒砂及び5Y3/1

オリーブ黒色シル ト質粘上のブロックを含む

5Y3/1オ リーブ黒色シル ト質粘土

2.5GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂

5Y3/1オ リーブ黒色シル ト質粘上のブロックを含む

第 5図  S K102平 断面図第 4図  S K101平断面図
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

溝 (SD)

S D101

1調査区中央部のⅥ-6-10A・ B地区で検出した。東―西に直線的に伸びる溝で畝溝群101
の北端を切っているが東壁断面の検討から判断すると第Ⅲ層上面が本来の構築面であるため畝溝

群101と 同時期に存在したものでない。検出長8.7mで、東壁断面で確認した本来の深さは0.52m

を測る。埋土は大きく4層 に分けられる。上層から1層 5Y6/2灰オリーブ色粘土質シルト (斑

状鉄分、マンガン斑)、 2層 5Y5/3灰オリーブ色粘土質シルト (斑状鉄分、マンガン斑 )、 3層

5Y5/1灰色細粒砂混粘土質シルト (マ ンガン斑)、 4層 10Y7/1灰 白色細粒砂 (3層 をブロック

で含む)である。遺物は出上していない。

/Jヽ穴 (SP)
S P101(図版二)

1調査区中央部のⅥ-6-10B地区で検出した。南にS P102が隣接する。円形を呈するもの
で径0。25m、 深さ0。23mを測る。埋土は7.5GY8/1明 緑灰色粘土質シルトの単一層である。遺物は

出上していない。

S P102(図版二)

北側にS P101、 南側にS K102が隣接する。円形を呈するもので径0。3m、 深さ0。 16mを測る。

埋土は7.5GY8/1明 緑灰色粘土質シルトの単一層である。遺物は出上していない。

畝溝群 (畝溝群)

畝溝群101(第 7図、図版―)

1調査区の中南部のⅥ-6-10A・ B地区、Ⅵ―ll-1,2A・ B地区で検出した生産域に関
連した畝溝群である。検出した部分より北側にも畝溝の存在が断面で確認されるが、機械掘削の

際に削平されており検出できていない。畝溝の開削方向は北東から南西方向を基本とし、これに

直行する畝溝によって構成されているが度重なる削平のため複雑に入り組んでおり、規模等の詳

細は不明なものが多い。畝間の埋土は決水砂である10YR5/4に ぶい黄褐色極細粒砂～粗粒砂 (第

Ⅳ層)が堆積しており、畝部分の高さは0.lm程度が残存しているにすぎない。遺物は出土して

いない。

A

T,P.+6.50m

杭

業導1蒻 2

/ 冬

―
__7≒ 年 二 十 弦
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/ ＼~

６
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1

2

3

4

10YR5/4に ぶい黄掲色極細粒砂～細粒砂

5Y4/1灰 色極細粒砂混シル ト (畝状遺構)

5Y4/4暗 オリーブ色シル ト混極細粒砂

5Y4/1灰色極細粒砂混粘土質シル ト (第 2面水田の畦畔)

第 7図 畝溝群101断面図

(S=1/40)
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。第 2面 (第 8図、図版三)

1・ 2調査区の第V層および第Ⅷ層上面 (T.P.+6。 6～6.3m)で捉えた遺構面である。土坑 2

基 (S K201。 S K202)、 小穴 3個 (S P 201～ S P203)、 溝 l条 (S D 201)、 自然河川 1条 (N

R201)、 第 2面水田 〔水田12筆 (水田201～水田212)、 畦畔11条 (畦畔201～畦畔211)を 検出し

た。時期は出土遺物から古墳時代後期～奈良時代と考えられる。

土坑 (SK)
S K201

1調査区北西部のⅥ-6-10A地 区で検出した。円形を呈するもので径0。44m、 深さ0。lmを測
る。埋土は 5B5/1暗緑青色粘土質シルトの単一層である。第 2面水田に近接して検出されてい

ることから水田遺構との有機的な関連が推定される。遺物は出上していない。

S K202

2調査区東部のⅥ-6-8E・ F地区で検出した。楕円形を呈する土坑である。北北西―南南
東方向に長辺があり、長辺3.lm、 短辺0。 86m、 深さ0.08mを測る。埋土は2.5Y4/1責灰色シルト

に細粒砂ブロックが含まれる。遺物は出上していない。

溝 (SD)
S D201

2調査区西部のⅥ-6-8。 9D地区で検出した。南東一北西に伸びるものであるが北西側が
調査区外、南東側が撹乱により削平を受けている。検出部分で検出長2.5m、 幅1。 6～ 2.6m、 深さ

0。16mを測る。埋土は5Y4/1灰色粘土質シルトの単一層である。遺物は土師器片 1点が出土して

いるが図化し得たものはない。

/Jヽ穴 (SP)
S P 201～ S P203

1調査区北部のⅥ-6-9・ 10A・ B地区で検出した。円形を呈するもので径0.1～0.15m、 深
さ0。 lm前後を測る小規模なものである。埋土は7.5GY8/1明緑灰色粘土質シルトの単一層である。

遺物は出上していない。第 2面水田の畦畔201の北側に沿って東西方向に配置されているため、

畦畔の北側に付随した道路状遺構の崩壊を防ぐ板材を留めていた杭の痕跡を示すものと考えられ

る。

自然1可サ||(NR)

N R201

2調査区東端のⅥ-6-8F地 区で自然河川の西肩を検出した。本来の構築面は第Ⅲ層上面で
ある。北西―南東に伸びるもので、検出部分で検出長3.6m、 幅1.6m、 深さ0。28mを測る。埋土

は中粒砂～粗粒砂を主体とする4層から成る。中世段階に埋没するまで河川として継続するため、

河川としての形状は後世の流れにより削られている。遺物は出土していない。
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水田 (水田)

第 2面水田 (水田201～水田212、 畦畔201～畦畔215)(第 9図、図版三)

第 2面水田は 1調査区の北部以南の東西9.5m、 南北24mに亘って検出した。検出部分で水田
12筆 (水田201～水田212)、 畦畔11条 (畦畔201～ 畦畔211)を 確認した。水田の構築に際しては、

北から南に傾斜する微高地の傾斜変更線に沿って東西方向の畦畔を設け、それに南北方向の畦畔

を直交させる形が取られている。一筆耕地の形状は方形が主体で、そのうち田積が明らかなもの

は水田202の 31.5♂、水田206の 31.6ポである。水田の作土層は第V層で、畦畔はオリーブ灰色系
の粘上が盛られている。畦畔の断面形状は低い台形で、法量は上幅0。 2～ 1,75m、 基底幅0。35～

2.05m、 高さ0.01～ 0。 1lmを測る。東西方向に伸びる畦畔203、 畦畔204の 間が水路的な役割を持
つ他、水口が畦畔202に 1箇所 (水口203)、 畦畔2031こ 1箇所 (水口204)、 畦畔205に 1箇所 (水

国205)、 畦畔207に と箇所 (水口206)、 畦畔2091こ 1箇所 (水口201)、 畦畔210に 1箇所 (水口202)

の6箇所に認められる。水田面の標高は東端と西端では10cm前後東端が高く、この傾斜面と上記
の水路・水口を通じて東から西への濯漑水利が想定される。水田作土を構成する第V層 について

は酸化鉄の斑点が認められることから乾田の環境が推定される。上面で検出された足跡について

は、水田202～水田204、 水田206・ 水田207を 中心に検出されているが散発的で規則性は見出せな

い。水田上面に堆積している覆土は細粒砂を含むシルトから成る水成層の第Ⅳ層である。遺物は

出土していない。各水田 。畦畔等の詳細については第 2・ 3表に示した。

第 2表 第 2面水田 水田法量表 (単位m)

遺構番号 地 区 形 状 規 模
(東西×南北)

田積 (活 ) 標高 (T,P,十 ) 備  考

水田201 Ⅵ-6-10A 0.85× 3.80 6.33-6.29

水田202 5。 90× 5.35 6.39-6.32

水田203 3.75× 2.30 6.42^-6.39

水田204 1.50× 3.20 6.40-6.33

水田205 Ⅵ-6-10A B、 Ⅵ ll―AB 1.35× 7.80 6.36^-6.33

水 田206 Ⅵ-6-10B、 Ⅵ-11-B 正方形 5.80× 5.50 6.38^-6.31

水田207 1.45× 5.25 6.42-6.38

水田208 Ⅵ-11 lB 6.15× 5。40 6.38-6,32

水田209 1.10× 5,35 6.44-6.38

水田210 Ⅵ-11-2A 1.50× 2.20 6.36^-6.33

水田211 Ⅵ-11-2B 3.55× 2.50 6.38^ψ 6.37

水田212 Ⅵ-11-1・ 2B 3.90× 5.20 6.41^-6.37

第 3表 第 2面水田 畦畔法量表 (単位m)
遺構番号 地 区 検出長 上幅 基底幅 高  さ 備  考
畦畔201 Ⅵ-6-9B C、 10B 9.85 0.30-0.50 0.45～ 0,65

畦畔202 Ⅵ-6 10B C 2.20 0.20^-0。33 0.38^-0.50 水 口203
畦畔203 9.05 0.32-0.60 0.50^-0,74 0.01^ヤ 0.06 水口204
畦田半204 6.55 0,35^ヤ 0.50 0.50-0.70 0,01^-0.04

畦 畔205 Ⅵ lllBC 5.65 0.20^-0.50 0.35--0.55 0.03--0,04 水口205
畦畔206 Ⅵ-11 lB 0.38-1.00 0.45-1.10 0.02

畦円半207 2.45 0.30^-0.45 0。45^-0.55 0.45^ヤ 0.55 水 口206
畦畔208 Ⅵ ll Ⅲ2B 0.32-1.75 0.40^ヤ 2.05 0.01-0.04

畦畔209 Ⅵ-6-10B、 Ⅵ ll lB 0.30^-0.58 0.45^ヤ 0。 70 0,01´ -0,11 水 口201
畦田半210 Ⅵ 6-10B 0.20^-0,75 0.55～ 1.05 0.01-0,02 水口202
畦畔211 Ⅵ-6-10B、 Ⅵ lllBC、2C 12,0 0.25^-0.55 0.45´-0,70 0.02^-0,07
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。第 3面 (第 10図、図版四)

1・ 2調査区の第Ⅸ～XI層上面 (T.P.+6.3～ 6.lm)で捉えた遺構面である。第 3面水田 〔水
田3筆 (水田301～水田303)、 畦畔 2条 (畦畔301・ 畦畔302)〕 、落ち込み 1基 (S0301)、 溝 l

条 (S D 301)と 盛土状遺構 1箇所 (盛土状遺構301)を 検出した。時期的には周辺で実施された

既往調査成果から古墳時代後期が推定される。

水田 (水田)

第 3面水田 (水田301～水田303、 畦畔301・ 畦畔302)(第 10図、図版四・五)
1調査区の全域で検出したもので、北端部分はS03011こ切られている。畦畔301は西北―東南

方向にのびる畦畔で、水田30耳 と水田302を区画している。畦畔302は西一東にのびる畦畔で、北

側にS D301が付随し、南側は水田303を 区画している。畦畔301は平成11年度に隣接地で行われ

た第25次調査 (K H98-25-2地 区)で検出された畦畔の延長部分とみられる。畦畔302も 同調
査における畦畔の延長部分の可能性があるが、畦畔3021よ北側にS D301を有する等の相違点があ

る。これらの畦畔によって区画されている水田301～水田303は第XI層 を構築面としている。上面

の標高はT.P.+6.07～ 5.86mで北が高く南西が低い。水口が確認されていないため北から南西ヘ

の傾斜を利用した灌漑水利が想定される。水田作土を構成する第XI層 については炭酸鉄粒を多く

含むシルト混粘土を主体とすることから水田の環境としては湿田が想定される。水田面上面には

未分解の植物遺体の葉層を多く含む第Ⅷ層が堆積しており、水田の廃絶後は閉塞された静水域の

環境で抽水植物が繁茂する沼沢地であったことが想定される。水田構築層の第XI層 ならびに上面

を覆う第Ⅶ層からの出土遺物はない。なお、水田・畦畔等の詳細等については第 4・ 5表に示し

た。

第 4表 第 3面水田 水田法量表 (単位m)

遺構番号 地 区 形 状 規 模
(東西×南北 )

田積 (席 ) 標高 (T.P+) 備 考

水田301 Ⅵ-69AB、 10B 9.35× 11.00 6.07～ 6.01

水田302 Ⅵ 69A、 10A B 9.20× 10.35 6.05-5.90

水 田303 Ⅵ l卜 1・ 2A B 9。40× 11,10 6.06^-5,86

第 5表 第 3面水田 畦畔法量表 (単位m)

遺構番号 地 区 検出長 上  幅 基底幅 高  さ 盛土・備考

礎圭円半301 Ⅵ 69A B、 10B 10.30 0.75～ 1.23 1.18-1.78 0.01-0.04 5Y3/1オ リーブ黒色粘土

唯畔 302 Ⅵ ll lAB 1.07～ 1.25 1.40～ 1.55 0.01-0.10 2.5GY3/1オ リーブ灰色粘土

溝 (SD)

S D301(第 10図、図版五)

1調査区のⅥ-6-10A・ B地区、Ⅵ-11-lB地 区で検出した。畦畔302の北側に付随し
東―西に伸びる溝である。検出長9。2m、 幅1.45～ 2.2m、 深さ1.0～ 1.6mで、西側に向かうにつれ

て幅が狭くなっていく。埋土は7.5Y4/1灰色粘土質シルトで、炭化した未分解の植物遺体の細片

が混じっている。遺物は出土していない。
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落ち込み (SO)
S0301

1調査区北部のⅥ-6-8・ 9B地区から2調査区北部のⅥ-6-8D。 8E地区で検出した
不定形の落ち込みである。北部が調査区外 |こ大きくひろがるため全容は不明であるが、東西長28

m以上、南北長は10m以上が推定される。埋土は 5Y4/1灰色粘土質シル トでラミナがみられる。
遺物は 2調査区で摩滅したV様式系甕や庄内式甕の小破片が少量と桃の種子が出土しているが図
化し得たものはない。

盛土状遺構 (盛土状遺構 )

盛土状遺構301

2調査区東部のⅥ-6-8E・ F地区で検出した。北部および東部が調査区外に至 り、東端は
N R201に 切られている。検出部分で東西幅13.Om、 南北幅5.Om、 高さ0。 1lmを測る。第 3面形
成面とは0.3～ 0.35mの高低差が存在するもので、第 3面を覆う第Ⅶ層がこの盛土の傾斜に沿うよ

うにして切れることから第 3面形成時には高まりとして存在していたと考えられる。盛土層は基
本層序の第X層 としたもので、砂礫を含むシル トの層相で上下の 2層 (上層一第Ⅸ-1層 、下
層―第Ⅸ-2層 )に分層が可能である。古墳時代後期～飛′鳥時代の遺物が包含されている。

・第 4面 (第 11図、図版六)

1・ 2調査区の第�層上面 (T.P.+6.2～ 5.4m)で捉えた遺構面である。 2調査区で古墳 2基
(401号墳 。402号墳 )、 土器棺墓 l基 (土器棺墓401)、 土坑 2基 (S K401・ S K402)、 溝14条

(S D401～ S D414)、 土器集積 l箇所 (S W401)を 検出した。また、 1調査区では北隅で自然
の高まりと耕作相当面を確認した。検出した遺構の時期は古墳時代初頭前半 (庄内式古相)と古
墳時代前期前半 (布留式古相)がある。

古墳 (古墳)

401号墳 (第 12～ 14図、図版六～八 。一六 。一七)

2調査区北西部のⅥ-6-8DoE地 区で方墳の南西コーナー部を検出した。主軸は北西―南
東で、墳丘部は検出部分で北西一南東方向が3.8m、 北東―南西方向が2.7mを測る。周溝は幅1,0
～1.6m、 深さ0.45mで断面形状は墳丘部寄りに中心を持つ「V」 の字形を呈する。墳丘の盛土は

後世の削平によりその大部分が失われている。埋葬主体部についてはその位置が調査範囲の北側

に想定される。第 4面ベースである弥生時代後期後半～古墳時代前期前半 (布留式首相)の遺物
を含有する第XⅦ層は401号墳を境に南へ緩やかに傾斜して、その傾斜部分の上層には後世の削平

の及んでいない沼地状の堆積が見られる。したがって、墳丘は北へと広がる微高地の南端部に位

置していると考えられる。周溝の外肩はベース面 (第 XⅥ層)傾斜部上層の沼地状堆積 (第 XI層 )
の下面より検出されているため本来の周溝掘削面を保っていると考えられる。このことより微高

地上にある墳丘部は周溝掘削面より若干高く残っている。周溝内埋土は 3～ 8層 に分層が可能で

あるである。遺物は古墳時代初頭前半 (庄内式首相)～古墳時代前期後半 (布留式新相)のやや
時期幅のあるV様式甕、土師器甕、壺、甕、台付鉢等が少量出上している。なかでも、周溝の南
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査(K H2001-37)

西コーナーの上部である 2層からは古墳時代前期後半 (布留式新相)に比定される小形丸底壷

(2)が出土している。周溝内から出土した土器類11点 (1～ 11)を 図化した。 1は顎部から大

きく外反して口縁部が開く広口壺の小破片である。復元口径13.6cmを測る。口縁部内外面はヨコ

ナデで外面下半の一部に縦位のヘラミガキを施す。色調は褐灰色～黒灰色。胎上には l alm大 の長

石粒が極少量含まれている。 2は球形の体部に斜上方に伸びる国縁部が付 く小形丸底壼である。

口縁部の一部を欠く以外は完存している。口径9.3cm、 器高8。 3cm、 体部最大径9。2cmを 測る。口縁

部外面から体部外面上位迄がヨコナデ、答都外面中位が横位のハケ以下、左上がりのハケを施す。

内面は口縁部がヨコナデ、体部は屈曲部よリー段下がつた位置から底部にかけてヘラケズリを行

う。色調は淡赤褐色。胎土はやや粗 く0.1～ 3 alm大の長石・石英
。赤色酸化土粒が多量に含まれ

ている。 3は壷の底部で裏面に木葉の痕跡を残す。底部は突出しない平底で裏面はドーナツ底で

ある。色調は淡褐灰色。胎土中に 141m大の長石・石英 。チャートを少量含む。 4～ 6は V様式系

甕の小破片である。復元口径は4が 12.lcm、 5が 15,7cm、 6が17.3cmを測る。口縁端部の形状は

垂直方向に面を持つ 4、 九く終る 5、 斜上方に摘み上げられタト傾する面を持つ 6がある。色調は

4が黒褐色、 5。 6が淡褐灰色である。胎土は共に241m以下の長石・石英 。チヤートが散見され

る。 7は庄内式甕の小破片である。復元口径16.9cmを測る。体部外面のタタキは3条/cmの幅広

のもので、タタキの後縦位のハケを散発的に施す。体部外面のヘラケズリは単位幅の狭いもので、

基本的には右から左方向に削っている。 8は V様式系奏で体部中位以下が残存している。底部は

形骸化した平底を持つ。体部外面調整は底部付近でタタキが施されている他は全体に雑で、器面

に無数のクラックを認める。体部タト

面に煤の付着がある他、内面には赤

色顔料が塗布された痕跡を残す。色

調は淡褐灰色。胎土は精良である。

9は小形のV様式系甕の底部であ

る。色調は褐灰色。胎土中に 2 alm以

下の長石・石英・角閃石を含む。10

は二段に屈曲する口縁部を有する曲

陰系の大形鉢の小破片である。復元

口径28.8cmを 沢Jる 。日縁吉Ьタト面に三

条の擬凹線が巡る。色調は灰白色。

胎土中に l alm以下の長石 。石英が少

量含まれている。11は小形台付鉢の

脚台部である。手づくねによるやや

雑な作りのものである。復元脚部径

6.5cmを測る。脚部中位に外面から

内側に向かって斜め方向に穿たれた

穿孔が残存部分で 4孔確認できる。

色調は褐灰色。胎土中に l nlna以下の

長石・赤色酸化土粒が散見される。 第13図 401号墳周溝内出土遺物平断面図
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第14図 401号墳出土遺物実測図

2を除く土器類については、概ね古墳時代初頭前半 (庄内式古相)を 中心とするものである。 2
の小形丸底壼については、周溝の上部から出土しており、周溝がある程度埋まった段階に混入し

たものと推定される。原田編年 (原田1993)に よる器種分類の小形壼B5に あたるもので、古墳

時代前期後半 (布留式新相)の布留Ⅳ期に盛行する器種である。 2以外の古墳時代初頭前半 (庄
内式古相)に比定される遺物については、古墳構築層である第XⅥ層を中心とした遺物と考えられ
る。以上の出土遺物から古墳の構築時期を推定すれば、 2の小形丸底壷が示す古墳時代前期後半

(布留式新相)が考えられるが、前述したように周溝内の上層から出土している点や口縁部の欠
損が供献土器に特有な打ち欠きであるとの確証に乏しいことから、築造後の墓前祭祀に伴う遺物

が混入した可能性が高く積極的に構築時期を示す資料とは言い難い面がある。それよりは寧ろ

401号墳に付随して検出されている土器棺墓401の帰属時期である古墳時代前期前半 (布留式古相 )

の時期を重視して、401号墳の構築時期を古墳時代前期前半 (布留式古相)と推定した。
402号墳 (第 12・ 15～ 17図、図版七・九 。一〇 。一七)

2調査区北部のⅥ-6-8E地 区で検出した小規模な方墳である。401号墳の東に隣接 し、周
溝の南西部を境に南に緩やかに傾斜していく微高地の端に位置している。「コ」の字形に廻る周

溝で区画されたもので、墳丘北部は401号墳の南周溝で画されている。主軸方向は401号墳と同じ

く北西―南東で、墳丘長は北東―南西方向が2.7m、 北西―南東方向が2.3mを測る。周溝は、断

面形状が「U」 字形で、幅0.5～ 0,7m、 深さ0.14mを 測る。埋土は10Y4/1灰色極細粒砂質シルト

である。墳丘上面は後世の削平により若干失われているようであるが、墳丘の中央で主軸に沿う

主体部を検出した。主体部を構成する墓墳は長辺0.95m、 短辺0。6mの隅丸長方形で、深さ0.17m
を測る皿状の断面を持つ。墓媛内のやや東寄りに組合式木棺が直葬で納められていた。木棺は良

好な状態で遺存しており蓋板、両小口板および両側板を確認したが底板は無いため当初から存在

していなかった可能性が高い。蓋板はほぼ完全な状態で残っており、長さ57cm、 幅10～ 14cm、 厚

さ約 l cmで北側が若干狭い平らな長方形を呈している。検出時点では蓋板が全体に西側にずれて

おり、東側板の上面が確認できる状況であった。棺身の規模は長さ45cm、 幅15cm、 高さ 6 cmで、

南側の小口幅が北側の小口幅より6 cm広 い。棺身を構成する各部材のうち、小口板は北側の小口

板が台形状でほぼ完存しており、高さ7cm、 幅5～ 9cm、 厚さ l cmで幅の狭いほうを上に向けてい

―は
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

蓋板除去後

杉
やr

///

＼

1 10Y3/1オ リーブ黒色シル ト混細粒砂に2.5GY4/1暗オリーブ

灰色極細粒砂の小さいブロックを含む

2 7.5Y2/1黒 色粗粒砂混シル ト～細粒砂 (木棺内)

第15図 402号墳主体部平断面図

る。南側の小口板は腐蝕が顕著で残りが悪く高さが 4 cm、 幅が最長で12cmを 測る。側板は北狽1板

の残りが良く、長さ43cna、 高さは残りの良い部分で 6 cmを測る。西側板は長さ34cm、 高さ l cmで

遺存状態が悪く木質を皮膜状に残す程度であるもなお、木棺に使用された部材は全てスギである。

木棺内部の埋土は7.5Y2/1黒色粗粒砂混シルト～細粒砂である。棺内の南端部分からは土器片

(幅 6。5cm)1点 (14)のみが内面側を上にして水平に置かれた状況で出土している。土器片 (14)

の出土した南側が小口幅からみて頭位側と推定されるもので、この土器片が枕的な役割を果たし

たものと推定される。棺身の規模からみて、被葬者については嬰児および幼児が想定でき、周溝

を共有する401号墳の被葬者との血縁的な関係が推定される。周溝内からはV様式甕、土師器片

が少量出上しているが、いずれも小破片である。 4点 (12～ 15)を 図化した。12が周溝内、13・

15が墳丘部、14が主体部木棺内から出土している。12・ 13は庄内式甕の小破片である。復元口径

は12が 15。 3cm、 13が 16。8cmを測る。体部外面のタタキ単位は12が 4条 /cm、 13が 3条 /cmである。

13が 12に比して古い様相を示している。色調は12が褐灰色。13が橙色である。12が生駒西麓産。

13が非生駒西麓産である。14

は木棺内の頭部付近から出土

した中形鉢の小破片である。

色調は淡灰褐色。胎土中に 2

Hlm以下の長石・石英・チヤー

トが散見される。15は高杯の

脚部である。円筒状の長い脚

部で柱状部は中空である。色 第16図 402号墳出土遺物実測図
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調は淡灰褐色。胎土中に l alm以下の長石・石英が散見される。木棺材としては遺存状態が良好で

あつた16の蓋板と17の小口板 2′点を図化した。17の小口板は北側 (足位側)に使用されていたも
のである。出土遺物の時期としては古墳時代初頭前半～後半 (庄内式古相～新相)に比定される
が、構築時期が古墳時代前期前半 (布留式古相)と 考えられる401号墳との有機的な関係から勘
案すれば、これらの遺物は墳丘構築時の掘削により混入した第XⅥ層中の遺物である蓋然性が高い。

従って、構築時期は401号墳と同様、古墳時代前期前半 (布留式古相)が推定される。なお、木
棺内の埋土については脂肪酸分析、リン分析、微細遺物分析を実施している。詳細については第

3章 2節に示した。

Φ

I

A日中豪を中些=″″惚形の A'

B4多″ 中 塑 密 密 多 の B' 0                  10                 20cm

第17図 402号墳木棺期実測図
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土器棺墓 (土器棺墓 )

土器棺墓401(第 18。 19図、図版一―・―八 )

2調査区西部のⅥ-6-8D地 区で検出 した。

401号墳の西周溝から約 lm南西側に位置している。

南北方向に長い楕円形を呈する掘方の南寄 りに庄内

式甕を逆位に埋置した土器棺墓である。規模は長径

0。 58m、 短径 0。42m、 深さ0。 15mを測る。埋置され

ていた庄内式甕は底より9 cm上部に口縁部を下に向

けた形で置かれており、検出時点では体部中位以下

の部分が土圧により破損 し内側に落ち込んでいた。

埋置されていた庄内式甕 (18)は復元の結果、器高

22.3cmを 測るため、完形の状態で埋置されていたと

すれば検出部分よりさらに15cm以上の上部が構築面

と想定される。ただ、想定されるレベル位置は後出

遺構の構築面より上部にあたることから、本来は小

規模な盛土を伴うものであった可能性が高い。掘方

内の埋土は 2層 で上部が 2層 7.5Y2/1黒色細粒砂混

シル ト、下部が 3層 5Y4/1灰色シル ト混極細粒砂で、

甕内部は 1層 5Y3/1オ リーブ黒色シル トが堆積 して

いる。18が埋置されていた庄内式甕でほぼ完形品で

ある。「く」の字状に屈曲する口縁部に球形の体底

部が付 く。口径 15.6cm、 器高22.3cm、 冬部最大径

21.5cmを 測る。体部外面のタタキ調整は上半に右上

がりの細筋タタキを施した後、左上がりのハケを施

す。体部内面は左上がりのケズリを多用している。

体部中位に焼成後の穿孔が 1個穿たれている。色調

は褐灰色。胎土中に 5 alm以下の長石・石英・角閃石

を多量に含む。生駒西麓産である。原田編年による

器種分類の甕B4に あたるもので、布留 I期 〔古墳

時代前期前半 (布留式首相)〕 |こ盛行する器種であ

る。なお、甕内部に堆積する土壌については脂肪酸

分析、リン分析、微細遺物分析を実施している。詳

細は第 3章 2節に示した。

久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

キ&

x=-153174

A

A

T.P.+6.00m

A'

30cm

5Y3/1オ リーブ黒色シルト

7.5Y2/1黒 色細粒砂混シルト

5Y4/1灰色シルト混極細粒砂

第18図 土器棺墓401平断面図

0                 1 0cm

第19図 土器棺墓401平断面図

土坑 (SK)
S K401

2調査区西部のⅥ-6-8D地 区で検出した。円形を呈する土坑で401号墳西周溝の一部を切

っている。規模は径0。6～ 0.7m、 深さ0.08mを測る。埋土は7.5Y4/1灰色細粒砂混砂質シル トであ
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る。遺物は庄内式甕の小破片が少量出土しているが図化し得たものはない。401号墳の西周溝を

切っていることから401号墳と有機的な関係を持つ土娠墓であった可能性が高い。

S K402

2調査区西部のⅥ-6-8D地 区で検出した。西部は調査区外に至る。検出部分で東西幅0.4
m、 南北幅0。 95m、 深さ0。 12mを測る。埋土は7.5Y2/1黒色極粗粒砂混シル ト～細粒砂で一部 5
Y2/1黒色粘土質シルトがブロックで入る。遺物は庄内式甕の小破片が極少量出土している。

溝 (SD)(第20図、図版六)
溝群 1(S D401～ S D409)(図版―八 )
2調査区Ⅵ-6-8・ 9E、 8F地区で検出した耕作に伴う溝群である。南―北方向に直線的
に伸びる。検出部分で検出長1.1～ 5。4m、 幅0.28～ 0,45m、 深さ0.06～ 0。 lmで逆蒲鉾状の断面を持
つ。埋土は灰色～オリーブ黒色系の色調で、粘土質シルトの層相が大半を占める。東部において

は溝群 2と した溝の一部を切る関係にある。遺物はV様式甕、庄内式土器、布留式土器などの小
破片が少量出土している。20。 21は S D401か ら出上した。20は庄内式奏の小破片である。復元
口径15.Ocmを 測る。口縁部は上方に摘み上げられて幅広で内傾する端面を形成するもので、外側

面に一条の沈線が巡る。色調は赤褐色。胎土中に3 Hm以下の長石・石英を多量に含む。21は高杯

杯部の小破片である。復元口径24,9cmを 測る。杯部の器面調整は内面が横位、外面が縦位のヘラ

ミガキを多用している。色調は淡灰褐色。胎土中に2 alm以下の長石・石英・黒雲母を多量に含む。
2点 ともに古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。19は s D406か ら出上した庄内式甕
の小破片である。復元口径16.Ocmを測る。色調は淡灰褐色である。胎土中に l llm以下の長石 。石

英が少量含まれている。非生駒西麓産。体部の器壁が厚い特徴から河内型庄内式甕の中でも古相
に位置付けられるものである。22は S D409か ら出土した甕体底部の小破片である。底部は小さ
な平底を呈する。体部外面は縦位のやや粗めハケを多用している。色調は褐灰色。胎土は精良で

ある。非生駒西麓産である。時期的には古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の もと推定される。溝
内から出土した遺物については古墳時代初頭前半 (庄内式古相)を 中心としているが、小溝群が
畑に伴う性格であることを考慮すれば、これらの遺物は第 5面で検出した遺構に関わる可能性が
高い。第 5面では古墳時代初頭前半 (庄内式古相)を 中心とした遺構が検出されているが、唯一、
S K506が古墳時代初頭後半 (庄内式新相)に比定されるため小溝群がこれらの遺構に関わる畑
であつた可能性が高い。

20        0                  10                _20cm

|

第20図  S D401(20・ 21)、 S D406(19)、 S D409(22)出 土遺物実測図
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

清群 2(S D410～ S D414)

2調査区東部のⅥ-6-8F地 区で検出した耕作に伴 う溝群である。ほぼ北北東 ―南南西方向
に伸びる。検出部分で検出長1.9～ 3.62m、 幅0,40～ 0。60m、 深さ0.03～ 0.1lmで逆蒲鉾状の断面を

持つ。埋土は7.5Y3/1オ リーブ黒色細礫混シル トである。遺物はV様式甕、庄内式土器などの小

破片が少量出土 している。遺構の性格としては溝群 1と 同様、畑作に関連 した遺構であったと考

えられる。

第6表  S D401～ S D414法量表(単位m)

土器集積 (SW)
S W401(第 21・ 22図、図版一―・―八 )

2調査区中央部のⅥ-6二 8E地区で検出した。大形鉢の 1個体分を中心とする土器集積で、
掘方を持たず東西0,65m、 南北0。48mの範囲に広がつている。 2点 (23・ 24)を 図化 した。23は

庄内式甕の小破片である。口縁部の約1/3が残存 している。復元口径 14.6cmを測る。本例は体部

外面のタタキ調整が左上がりに施されている点や「く」の字形に屈曲する屈曲部があまくヘラケ

ズリが屈曲部におよばない等の「大和

型庄内式甕」の諸特性を持つものであ

る。色調は淡赤褐色～褐灰色。胎土中

に 2 Hlm以下の長石・石英の他、スコー

プで角閃石の含有を認める。24は注口

を有し二段に屈曲する口縁部に半球形

で平底の底部が付 く大形鉢である。ほ

ぼ完形に復元が可能で、口径33.8cm、

器高22.5cm、 底径7.5cmを 測る。器面調

整は口縁部内外面が横位のヘラミガキ

で内面の顎部と口縁部の境に縦位に細

いハケを施す。体部外面は上位が縦位

浄輛凋④

0                     30cm

第21図  S W401平 面図

遺構名 地 区
全長
(検出長)

幅
(最大)

深 さ 埋 土 出 土 遺 物

S D401 Ⅵ-6-8,9E 5.40 0.45 7.5Y2/1黒 色細粒砂混粘土質シル ト
V様式系甕、庄内式上器 (庄
内式古相)20・ 21

S D402 0.44
V様式系甕、庄内式上器 (庄
内式古相 )

S D403 1.10 0,30 N4/0灰色粘土質シル ト 庄内式土器

S D404 Ⅵ-6-8F 2.10 0.28 0.07 7.5Y2/1灰 色細粒砂混粘土質シル ト

S D405 0。30 V様式系甕、庄内式土器
S D406 3.35 0.32 庄内式土器 19
S D407 1.45 0.30 庄内式土器

S D408 0.30 庄内式上器

S D409 0.35 7.5Y3/1オ リーブ黒色細礫混シル ト 庄内式土器 22
S D410 3.62 0.40 庄内式土器

S D411 2.25 庄内式上器

S D412 2,78 0.50 庄内式土器

S D413 2.50 0.50 V様式系甕、庄内式土器
S D414 0.60 庄内式土器
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のハケ、中位はヘラミガキ、中位か

ら底部にかけてハケ後ヘラミガキを

施す。体部内面は上半が横位、以下

が舌[方向のハケを全面に施す。色調

は赤褐灰色～淡灰褐色である。胎土

中に211m以下の長石・石英を多量に

含む。搬入品で口縁部の形態等の特

徴から山陰地方に系譜を持つものと

考えられる。帰属時期は古墳時代初

頭前半 (庄内式古相)に比定される。

第�層下部に形成されたもので第 5

面に関わるものと推定される。

くミミ
:FFこ
ここここここ三::]?三三:3三三三3三三鼻写星ラ
ク
|!3

0                   10                  20cm

第22図  S W401出 土遺物実測図

・第 5面 (第23・ 24図、図版一二 。一三)

1・ 2調査区の第XⅦ層 (T.P,+5。9～ 5。2m)で捉えた遺構面である。土坑18基 (S K501～ S
K518)、 溝69条 (S D501～ S D569)、 小穴11個 (S P501～ S P511)を 確認したが、その大半
が 2調査区で検出されている。これは調査地周辺の地形が北に高く南が低いことに起因するもの

で、 1調査区は北東端にわずかに遺構構築面が遺存しているだけで、その他の部分は湿地の様相
を呈していたことによる。時期的には弥生時代後期後半、古墳時代初頭前半 (庄内式古相)、 古

墳時代初頭後半 (庄内式新相)の 3時期の生活面が想定される。

土坑 (SK)
S K501

1調査区北端のⅥ-6-8B地 区で検出した。北部は調査区外に至る他、南端はS K502を切
っている。検出部分で東西幅0.6m、 南北幅0.6m、 深さ0。06mを測る。埋土は10Y3/1オ リーブ黒
色粘上の単一層である。遺物は出土していない。

S K502

S K501の南に隣接している。北端が S K5011こ切られ東部で S D501を 切っている。検出状況

からみて、概ね北東一南東に長い楕円形が推定される。検出部分で長径0。 7m、 短径0.4m、 深さ

0.07mを 測る。埋土は10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルトの単一層である。遺物は出土していない。

S K503

S K502の東に近接している。東部が調査区外に至る他、西部でS D501を切っている。検出部

分で東西幅0。35m、 南北幅0.8m、 深さ0。07mを測る。埋土は10Y3/1オ リーブ黒色シルトの単一層
である。遺物は出上していない。

S K504

2調査区北西部のⅥ-6-8D地 区で検出した。西部は調査区外に至る。検出部分で東西幅
0。 25m、 南北幅1,01m、 深さ0。 1lmを測る。埋土はシルトを主簿とする 2層から成る。遺物は庄

内式甕の小破片 1点が出上している。
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第24図  2調査区 第 5面平面図
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

S K505

S K504の 東に隣接する。東西方向に長い楕円形を呈する。長径0.53m、 短径0。32m、 深さ0.1

mを測る。埋土は10Y3/1オ リーブ黒色シル トと2.5GY4/1暗オリーブ灰色極細粒砂混シルトの互

層である。遺物は出土していない。

S K506(第 25'26図 、図版一四 。一人・一九)

2調査区北西部のⅥ-6-8D地 区で検出した。西側が調査区外であったが、一部西壁部分に

及ぶ調査を実施した結果、平面形状は北東一南西方向に長い楕円形が推定される。検出部分で長

径1.4、 短径1.25m、 深さ0,65mを 測る。埋土は大きく2層 に分けられ、上層は10Y3/1オ リーブ黒

色シルト混細粒砂、下層は7.5Y4/1灰色シルト混細粒砂である。遺物は 1・ 2層からV様式系甕、

庄内式甕、高杯、壺などがコンテナ箱に1/2程度出土している。 9点 (25～ 33)を 図化した。25

は精製品の直口壼で口顕部を欠く以外は完存している。体部高ll.4cm、 体部最大径 15。 lcmを測る。

体部は扁球形で最大径が中位よりやや下方に位置する。体部外面の器面調整は上位から中位にか

けて左上がりのハケの後、横位のヘラミガキ、中位以下は鱗状のヘラケズリの後、一部横位のへ

ラミガキを施す。色調は淡赤褐色。胎土は精良であるが器面に赤色酸化土粒の斑状の粒子が多く

観察される。26は台付き無顕壼で裾部を欠く以外は完存している。口径7.4cm、 体部高9.Ocm、 体

Y=-38.464

10Y3/1オ リーブ黒色シル ト混細粒砂

7.5Y4/1灰 色ンル ト混細粒砂

第25図  S K506平 断面図
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第26図  S K506出 土遺物実測図

部最大径12.8cmを 測る。体部外面は全面に横位の密なヘラミガキ、内面は口縁部付近がヨコナデ、

以下はヘラケズリが行われている。脚台部外面は縦位のナデ、内面は横位のナデが施されている。

色調は淡灰褐色。胎土は精良である。非生駒西麓産である。類例としては久宝寺南 (その2)の
21ト レンケ第4-C S D245(5)や 鳥取県の長瀬高浜遺跡における土器分類のブランデー
グラス形の杯部を持つ高杯 Gと の共通点が認められる。時期的には前者が布留式古相、後者が庄

内式新相～布留式古相のものとされている。27は二段に屈曲する杯部を持つ高杯である。杯部が

ほぼ完存しており、口径22.lcm、 杯部高6.8cmを 測る、精製品で成形 。調整ともに丁寧な作 りであ

る。器面調整は杯部の内外面ともに横位のヘラミガキが多用されており、ミガキの後外面では右

上がり、内面では放射状にヘラミガキが施されている。色調は灰褐色。胎土は精良である。28～

33は庄内式甕である。共に口縁部から体部中位にかけて残存している。鋭く「く」の字状に屈曲

する口縁部に球形の体部を持つ「1可内型庄内式甕」である。口縁端部の形状は尖り気味に終る28、

上部に摘み上げられる29、 内傾する面を持つ32・ 33、 外傾する面を持つ30。 31がある。体部上半

のタタキは右上がりのもの28～ 32と 綾杉状叩き目の33がある。右上がりのタタキ単位は4条 /cm
のものが28～ 30・ 32で、31については 7条/cmで一見ハケと見紛う。タタキ調整後のハケは、左

上がりが主体で、体部上半以下に施すものが28～ 30。 32、 中位以下に施すものが33で 31に は認め

られない。体部内面のヘラケズリは屈曲部以下に行われており、水平方向に行われている31以外

は、左上がりである。色調は褐灰色である。胎土中には裸眼およびスコープで観察される長石・

石英・角閃石が含まれている。全て生駒西麓産である。なお、33の ような特異な叩き目を持つ甕

については、青木勘時氏によりA類「矢羽根状叩き目」、B類「綾杉状叩き目」、C類「雪結晶状
叩き目」の 3類に分類されている。33は B類にあたるもので、弥生時代後期後半を中心とするも
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査(K H2001-37)

1早

A'
A

T,P.+5,90m
T.P.+5,60m

第27図  S K507平断面図

0         1m

l 10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル ト

2 2.5GY5/1オ リーブ灰色粘土質シル ト

3 56Y4/1晴 オリーブ灰色粘土質ンル ト

第28図  S K508平断面図

のと考えられていたが、本例の出土により庄内式新相におよぶことが確認された他、「河内型庄

内式甕」においてもこのような特異な叩き目が存在することが明らかとなった。遺構の帰属時期

は、古墳時代初頭後半 (庄内式新相)である。

S K507(第 27図 )

2調査区北西部のⅥ-6-8DoE地 区で検出した。北側は調査区外に至る。検出部分で東西

幅1.6m、 南北幅0,95m、 深さ0。 lmを測る。埋土は4層から成る。遺物は土師器鉢等の小破片が

極少量出土している。

S K508(第 28。 29図、図版一五 。一九)

2調査区西部のⅥ-6-8DoE地 区で検出した。南部は撹乱により削平を受ける。概ね不整

円形と推定され、検出部分で東西幅1.25m、 南北幅1.Om、 深さ0。 lmを測る。埋土は粘土質シル

トを主体とする 3層から成る。遺物はV様式系甕、庄内式甕、壺、高杯、鉢等が出土している。

3点 (34～ 36)を図化した。34は高杯杯部の小破片である。深い杯部を有するもので、杯口縁部

は斜上方に伸びる。復元口径19.8cmを 測る。杯部外面は縦位のヘラミガキを多用する。色調は褐

灰色。胎土中に0。 511m以下の長石・石英・角閃石を含む。色調・胎土は河内型庄内式甕の特徴と

共通している。35は二段に屈曲する杯部を持つ高杯で、脚部は直線的で中空である。復元口径

0                  10                 20cm

第29図  S K508(34～ 36)、 S K509(37)、 S K511(38)出土遺物実測図

を  ;:導と,1雪ヱ』昇豊」L雪を号}(レ
ト
       [¬「T_下¬ド十一――――一

二古
m

3 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色極細粒砂混シルト

4 5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シルト

X=-153.172
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2.5Y3/1黒 色粘土質シル ト

2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シル ト

56Y5/1オ リーブ灰色細粒砂混シル ト

2.5Y5/1オ リーブ灰色極細粒砂混シル ト

10Y5/1灰 色粘土質シル ト

7.5Y6/1灰 色極細粒砂混シル ト

5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土質シル ト

10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル ト

2.5Y3/1黒 褐色粘土質シル ト

1層と7.5GY6/1緑灰色極細粒砂混シル トの互層
7.56Y6/1緑灰色極細粒砂混シル ト

A

TI P.+5.80m

B

f.P.+5.80m

SK51 2

2

3 42
SK513

‥罵01¨ 生
3

第30図  S K511～ S K513平 断面図

22.3cm、 杯部高7.2cmを 測る。杯部外面は口縁部および体部下半が縦位のヘラミガキ、体部上半は

横位のヘラミガキの後、縦位のヘラミガキを施す。杯部内面は放射状にヘラミガキが施されてい

る。脚部外面は縦方向のミガキ、内面はナデを施す。色調は橙色。胎土は精良である。二段に屈

曲する精製品の高杯は、中河内地域においては原田編年の庄内Ⅱ期以降に成立する器種である。

しかし、本例のように杯部の口縁部と体部の境が水平方向に尖り気味に拡張される例や脚柱部と

の接合において円板充填法を用いる技法は中河内地域においては当該期に見られないものであ

る。これらの特徴は、東部四国系の複合口縁壷等に共通した技法であることから本例については

東部四国地方からの搬入品と考えられる。36は大形鉢の小破片である。復元口径38.9cmを測る。

体部外面の器面調整は縦位のハケ後横位のハケを施す。内面は口縁部が横位のハケ、体部は縦位

のナデを施す。色調は橙色。胎土中に 3 Hlm以下の長石・石英・チャートが散見される。遺構の帰

属時期は古墳時代初頭前半 (庄内式古相)である。
S K509(第 29図、図版一九)

2調査区中央部のⅥ-6-8E地 区で検出した。S D540。 S D 561を 切り、北端が S D510、
南端が S D520に切られているため形状は不明である。検出部分で東西幅1.3m、 南北幅1.05m、

深さ0。22mを測る。埋土は10Y5/1灰 色粘土質シルトの単一層である。遺物はV様式系甕、庄内式
奏、壷等の小破片が少量出土している。土師器甕 1点 (37)を 図化した。口縁部から体部上半に

かけての小破片で口縁部の約1/3が残存している。復元口径13.7cmを 測る。「く」の字に屈曲する

口縁部で端部は内傾する面を形成する。体部は外面がナデ、内面がヘラケズリを行う。色調は灰

白色。胎土中に 2 alm以下の長石・石英を含む。非生駒西麓産。遺構の帰属時期は古墳時代初頭前

半 (庄内式古相)に比定される。
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査(K H2001-37)

S K510

2調査区中央部のⅥ-6-8E地 区で検出した。南東部が調査区外に至る他、北西部でSD
544・ S D545。 S D54ア ・S D543を 切っている。検出部分で東西幅2。47m、 南北幅0。 58m、 深さ

0.21mを 測る。埋土は粘土質シル トを主体とする3層から成る。遺物は庄内式甕、壼、高杯等の

小破片が少量出上しているが図化し得たものは無い。

S K511(第 29。 30図、図版一九)

2調査区北東部のⅥ-6-8E・ F地区で検出した。北部は調査区外に至る。西部でSD
510。 S D511・ S D513を 切り、東部で S K5121こ 切られている。検出部分で東西幅2.65m、 南北

幅1.lm、 深さ0,24mを測る。埋土は粘土質シルトを主体とする4層から成る。遺物は庄内式甕、

鉢等の小破片が少量出上している。台付鉢 1点 (38)を 図化した。「ハ」の字に開く脚台部を持

つ台付鉢と推定される。体部下半の外面から脚台部外面が縦位のヘラミガキ、体部内面はヘラミ

ガキが施されている。脚台部内面は上位に工具痕を残す他はナデ調整が行なわれている。色調は

灰白色。胎土中に 3 alm以下の長石・石英・チャートが散見される他、スコープで角閃石の含有を

認める。遺構の帰属時期は古墳時代初頭前半 (庄内式首相)に比定される。

S K512(第 30図 )

2調査区北東部のⅥ-6-8F地 区で検出した。東西方向に長い楕円形を呈するもので、SK
511の南東部を切っている。長径1.26m、 短径0。73m、 深さ0。 17mを測る。埋土は粘土質シルトを

主体とする4層から成る。遺物はV様式系甕、庄内式奏、壷等の小破片が少量出土している。

S K513(第 30図 )

S K511の東に隣接している。北部は調査区外に至る。検出部分で東西幅1.29m、 南北幅0.72m、

深さ0.22mを 測る。坦土は3層から成る。遺物は庄内式甕、高杯等の小破片が出土している。

S K514

2調査区北東部のⅥ-6-8F地 区で検出した。北東隅が S D566イこ切られているが、ほぼ北
東―南西方向に長い楕円形を呈するものと推定される。長径0.65m、 短径0.4m、 深さ0.07mを 測

る。埋土はシルト～粘土質シルトの 2層から成る。遺物は出土していない。

S K515(第 31・ 32図、図版二〇)

2調査区Ⅵ-6-8F地 区の北東隅で検出した。北部が調査区外に伸びるため、全容は不明で
ある。検出部分で東西幅3.06m、 南北幅0.96m、 深さ0。22mを測る。埋土は 7層 に分層でき最上

部の 1層は炭化物を多く含む不均質な層相である。遺物は 1層 を中心としてV様式甕、庄内式甕

や壺等が少量出上した。 4点 (39～42)を図化した。39～ 41は V様式甕である。39は 口縁部が強

く外反して開くもので、端部

は上方に小さく摘み上げられ

る。復元口径15.Ocmを 測る。

体部外面はタタキ調整が施さ

れている。色調は淡灰褐色。

胎土中に 311m以下の長石 。石

英が散見される。40は復元口

径16.8cmを測る。体都外面は

40    
♀
_T_T_T_T―

十一―――――-1二十

m

第31図  S K515出 土遺物実測図
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第32図  S K515～ S K518平断面図

右上がりのタタキ、内面は板ナデを施す。色調は淡灰褐色。胎土中に311m以下の長石・石英・チ

ヤートが散見される。41は V様式甕の底部である。突出した平底で底径4.3cmを測る。色調は褐
灰色。胎土中に 3 alm以下の長石・石英・黒雲母・角閃石を含む。生駒西麓産。42は口縁部が直口

を呈する中形鉢である。復元口径17.9cmを測る。体部外面には粗く無数のクラックが認められる

が、体部内面の調整は丁寧で横位のヘラミガキの後、縦位に密なヘラミガキが施されている。色

調は灰褐色を呈する。胎土は精良である。生駒西麓産。弥生時代後期後半に比定される。

S K516(第 32図 )

2調査区北西隅のⅥ-6-8F地 区で検出した。南部は調査区外に至る他、東部は S K517に
切られているため全容は不明である。検出部分で東西幅0.8m、 南北幅0.63m、 深さ0。 13mを測る。
埋土は7.5Y4/1灰 オリーブ色粘土質シルトが主で、一部10Y5/1灰色極細粒砂混シルトがブロック

で入る。遺物は出土していない。

S K517(第32図 )

2調査区北西隅のⅥ-6-8F地 区で検出した。南部は調査区外に至り西部でS K516を切り、
北部でS K5151こ切られている。検出部分で東西幅1.6m、 南北幅1.25m、 深さ0,2mを測る。埋土

はシルト～粘土質シルトを主体としている。遺物はV様式甕の小破片が極少量出土している。

xミと,3a,72

A

1 7.5Y3/1黒 色粘土質シル ト (炭化物を多量に含む)
2 10Y4/2オ リーブ灰色粘土質シル ト
3 5CY6/1オ リーブ灰色極細粒砂
4 56Y5/1オ リーブ灰色極細粒砂
5 7.5Y2/1黒色シル ト
6 10Y4/2オ リーブ灰色極細粒砂と1層の互層
7 1層 と2層の互層

―
Y

1 10Y3/1オ リーブ黒色シルト

1 10Y4/2オ リーブ灰色粘土質シル ト
2 7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル ト

3 5Y7/2灰白色極細粒砂混シル ト

0             1             2m

SK518         Dl

C'

TP+5
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

S K518(第 32図 )

2調査区北西隅のⅥ-6-8F地 区で検出した。北部および東部が調査区外に至り西部がSK

515に切られている。検出部分で東西幅0.83m、 南北幅0。 98m、 深さ0.2mを測る。埋土は10Y3/1

オリーブ黒色粘土質ンルトの単一層である。V様式甕の小破片が 1点のみ出土している。

溝 (SD)

総数で69条 (S D 501～ S D569)を検出した。溝は検出状況から、 1)居住域の遺構と関連し

た溝、 2)居住域への取排水のための溝、そして3)耕作に伴う溝の 3つグループに分けること

ができる。

1)居住域の遺構と関連した溝 (S D501～ S D503)

1調査区のⅥ-6-8B地 区で検出した溝である。幅が0.4～ 0.8mと 耕作溝より大きく、土坑

との切り合いがある。北北東一南南西の方向と北北西―南南東の方向がある。庄内式上器の破片

が出上している。

2)居住域への取排水のための溝 (S D504。 S D505)

2調査区をやや湾曲しながら東西にのびるS D505は、幅0.5～ 0。85m、 深さ約0。25mで、断面

形状は鉢状を呈する。埋土は上層が7.5Y3/1オ リーブ黒色粘質シルト、下層が2.5GY3/1暗オリー

ブ灰色粘質シルトで、炭化物がラミナ状にみられ、流水があったことが窺われる。遺物は庄内式

奏、壼などが出上している。また、 1調査区Ⅵ-6-8B地 区で検出した S D 504は 幅1.1～ 1,35

m、 深さ0.4～ 0。 5mと他の溝よりも大きく、遺構の立地する微高地と低地との境界にあることか

ら1)あるいは3)と も異なった溝と考えられる。庄内式上器の小破片が出上した。

3)耕作に伴う溝 (S D506～ S D569)

1・ 2調査区で検出した。幅0。2～ 0。 5m、 深さ0.05～ 0。2m程度である。断面形状はレンズ状と

皿状が多くを占め、北西一南東方向と北東―南西方向の溝が基本となって錯綜している。調査地

周辺で行われている調査においても庄内式期に同様の溝が多く検出されている。庄内式上器の小

破片が出上している。

S D504出土遺物 (第33図、図版ニー)

54は V様式系甕で体部中位以下が残存している。

呈する。体部外面のタタキは分割成形に沿って

行われており、弥生時代後期後半のV様式甕に

比してタタキの条痕幅が細い。色調は褐灰色。

胎土中に 311m以下の長石 。石英が散見される

他、スコープで角閃石の含有を認める。体部外

面に煤、内面に炭化物の付着がある。古墳時代

初頭前半 (庄内式古相)に比定される。

S D505出土遺物 (第33図、図版二〇・ニー)

5点 (45～ 47、 51・ 58)を図化した。45は小

形の二重口縁壷で頸部と体部の境に刺突文を施

す。口顎部は完存しており口径13.3cm、 口頸部

底部は突出しない平底で裏面はドーナツ底を

2調査区溝検出状況 (東から)
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第33図  S D504(54)、  S D505(45～ 47・ 51・ 58)、 S D522(50)、 S D539(52)、  S D545(43・ 44)、 SD
547(56)、 S D556(48・ 55)、 S D 559(49)、 S D566(53)、 S D 567(57)出 土遺物実測図

高4.5cmを測る。口頸部外面および口縁部内面がヨコナデ後左上がりのヘラミガキを施す。体部

外面はヘラミガキ、内面は指頭圧痕および板ナデを施す。色調は橙色～褐灰色。胎土中に4 alm以

下の長石・石英が散見される他、スコープで角閑石の含有を認める。46は直上に伸びる頸部から

口縁部が大きく開く広口壷である。復元口径14.8cmを 測る。色調は淡灰褐色。胎土中に 31111以下

の長石・石英・チャートを多く含む。47は短顎直口壷である。口縁部の約1/2が残存している。

復元口径13.lcm、 口縁部高5.6cmを 測る。口縁部外面は縦位のヘラミガキを多用する。色調は淡赤

褐色。胎土中に311m以下の長石・石英・赤色酸化土粒 。チャートを多量に含む。51は V様式系甕
の小破片である。復元口径17.2∽ を測る。口縁部は斜上方に伸びた後端部付近で小さく外反する

もので、当該期の他例に比して口縁部がやや長い。口縁部外面がタテハケ後一部ヨコナデ、内面

は上位がヨコナデ、下位は板ナデを行う。体部は外面がタタキ、内面は板ナデを行う。色調は褐

灰色。胎土中に l llnl以下の長石とスコープで角閃石の含有を認める。58は V様式系奏の底部であ

る。底部は僅かに突出する平底で、裏面はドーナツ底を呈する。体部外面は右上がりのタタキ、

内面はハケによる毀Ⅱ蛛の巣状の条痕が認められる。色調は褐灰色。胎土中に 3 Hlm以下の長石・石

英の他、スコープで黒雲母・角閃石の含有を認める。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定さ

れる。

S D522出土遺物 (第33図、図版二〇)

50は庄内式奏の小破片である。復元口径16.3cmを 測る。内傾する口縁端部に 1条の沈線が巡る。

体部外面は右上がりのタタキ後左上がりのハケ、内面はヘラケズリを行う。色調は淡橙色。胎土

は密で l llm程度の長石が散見される。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

S D539出土遺物 (第33図、図版ニー)

52は V様式系甕の小破片である。復元口径16.8cmを測る。口縁部タト面に縦位にナデが施されて

いる。体部外面のタタキの単位は3条 /cmである。色調は淡灰褐色。胎土中に3剛以下の長石・

石英・チャートが散見される。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。

S D545出土遺物 (第33図、図版二〇)

広口壷 2点 (43・ 44)を図化した。43は口縁部から体部上半にかけての約1/2が残存している。

復元口径 14.lcm、 口縁部高4,3cmを 測る。口縁部は斜上方に伸びた後、直上に角度を変え幅広の端

面を形成するもので、一部強いヨコナデにより段状を呈する部分がある。体部外面には密なヘラ

ミガキが施されている。色調は淡灰褐色。胎土はやや粗 く411m以下の長石・石英が多く含まれて

いる。44の広口壷は口縁端部が上方に拡張され幅広の面を形成している。復元口径13.5cmを 測る。

色調は灰白色である。胎土はやや粗く0.5Hlm以下の長石・石英が多く含まれている。古墳時代初

頭前半 (庄内式古相)に比定される。

S D 547出 土遺物 (第33図 )

56は V様式系甕の底部である。底径4.Ocmを測る。底部は僅かに突出した平底で裏面はドーナ

ツ底である。色調は褐灰色。胎土は粗く3 Hlm以下の長石・石英が多量に含まれている。古墳時代

初頭前半 (庄内式古相)に比定される。

S D556出土遺物 (第33図、図版二〇・ニー)

2点 (48・ 55)を 図化した。48は二段に屈曲する口縁部を有する壷の口縁部で口縁端部は僅か

に内傾肥厚して終る。口縁部の約1/4が残存している。復元口径17.3cmを 測る。色調は淡橙色。

胎土中に 4 alm以下の長石・石英・チャートが散見される。55は甕の底部である。底部は突出しな

い平底で、復元底径3.Ocmを測る。体部外面のタタキは中位が水平、下位は水平方向のタタキを

右上がりのタタキで消すもので、一般的にみられるV様式系甕の調整方法とは趣を異にする。色

調は褐灰色。胎土中に l alm大の長石・石英が散見される。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比

定される。

S D559出土遺物 (第33図 )

49は小形鉢の口縁部の小破片である。復元口径9.6cmを 測る。器面調整は外面が口縁部から体

部にかけてハケの後ヘラミガキ。内面は口縁部にハケを施す。色調は淡灰褐色。胎土は精良であ

る。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。

S D566出土遺物 (第33図 )

53は V様式系甕の小破片である。復元口径13.6cmを 測る。体部外面のタタキ調整は水平方向、

内面は縦位のハケを多用している。色調は褐灰色。胎土中に211m以下の長石・石英・チヤー トを

含む。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。

S D567出土遺物 (第33図 )

57は V様式系の甕底部の小破片で、底径 5 cmを測る。底部は突出する平底で裏面はドーナツ底

を呈する。色調は灰褐色。胎土中に l alm以下の長石・石英が含まれている。古墳時代初頭前半

(庄内式古相)に比定される。
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第 7表  S D501～ S D569法量表 (単位m)

遺構名 地 区
全長
(検出長)

幅
(最大)

深 さ 埋 土 出 土 遺 物

S D501 Ⅵ-6-8B 0.20 0.20 0,04 10Y4/1灰色粘土質シルト

S D502 1.25
刀
■ 0.04 10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

S D503 0.30 0,26 5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト

S D504 Ⅵ-6-89・ B 3.10 0.22
10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

7.5Y3/2オ リーブ黒色粘土質シルト
V様式系甕 54

S D505 Ⅵ-6-80E F 16.70 1.05

7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

2.5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト

5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト

V様式系甕、庄内式土器 (庄
内式古相 )

45⌒-47・ 51-58
S D506 Ⅵ-6-8E 0,30 0.06 10Y5/1灰色極細粒砂混シルト

S D507 0.40 0.05 7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

S D508 Ⅵ-6-8E 0。60 7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

S D509 6.45 0.40 0,05
7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト
S D510 11,35 0.55 0.06 7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

S D511 1.80 0.38
7.5Y2/1黒 色ンルト

5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シルト
V様式

S D512 1.85 0.60 0.09 7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

S D513 0.60 0.30 0,07

S D514 Ⅵ-6-8D 0。 75 0.30

2.5GY4/1暗 オリーブ灰色シルト

2.5GY4/1暗 オリーブ灰色極細粒砂混シ

ルト

V様式

S D515 3.60 0.40 10Y3/1オ リーブ黒色シルト 庄内式上器 (庄内式古相)

S D516 ク 0,70 0。55 0.09

S D517 Ⅵ-6-8E 3.10 0.16
7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

2.5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト
V様式系甕

S D518 3.45 0.38 0.08 10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト 庄内式上器
S D519 0.45 0,04 2.5Y4/1暗オリーブ色シルト

S D520 6.80 0.38 7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質ンルト

S D521 Ⅵ-6-8,9E 0.50 0.40 0.07 5GY4/1暗 オリーブ灰色シルト

S D522 Ⅵ-6-8E 2.75 0.35 5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シルト 庄内式上器 50
S D523 0,45 0.10 7.5Yオ リーブ黒色粘土質シルト

S D524 0.80 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色シルト
S D525 0.30 ，

′ ク V様式系甕
S D526 0.35

つ
０ 0.04 7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

S D527 1.10 0.35 7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト
S D528 0.65 0.65 0.10 2.5GY4/1暗 オリーブ色粘土質シルト

S D529 Ⅵ 6-9D 3,60 0.80 7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト
S D530 Ⅵ-6-9E 1.00 0.18

S D531 2.60 つ
０ V様式系甕

S D532 Ⅵ-6-8D 1,90 10Y3/1オ リーブ黒色シルト

S D533 Ⅵ-6-8D E 4.20 0.35 0.06 7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

S D534 Ⅵ-6-8E 4,10 0.05 2.5GY4/1暗 オリーブ色粘土質シルト V様式
S D535 Ⅵ-6-8・ 9E 0,90 0.35 0.03 7.5G4/1暗緑灰色粘土質シルト
S D536 2.90 0.65 0。 10 7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト
S D537 1,75 0。38 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色シルト
S D538 Ⅵ-6-8E 0.45 0.07 10YR3/1黒褐色粘土質シルト

S D539 Ⅵ-6-8。 9E 1.20 0.30 OY3/1オ リーブ黒色粘土質シルト 庄内式上器 52
S D540 Ⅵ-6-8E 0.25 0.04 10Y3/1オ リーブ黒色シルト
S D541 Ⅵ-6-8,9E 1,00 0,34 0.12 庄内式土器
S D542 Ⅵ-6-8E 2.45 0.35 0。 10 .5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト V様式
S D543 0.70 0.40 0,06

S D544 ク 2.10 0.32 0。 16 V様式
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/1ヽ穴 (SP)
S P501～ 511(第34図 )

2調査区のⅥ-6-8DoE、 9E地区で検出し
た。平面プランは他遺構で切られている S P501・

S P504・ S P509を 除けば円形ないしは楕円形で直

径 0。 18～ 0.31m、 深さは0.08～ 0。25mを 測る。 SP
504で は柱を支える礎板が見つかっており、 S P508

では柱痕が確認できたことから、掘立柱建物を構成

した柱穴であつたことが分かる。小穴は耕作溝を切

っており、耕作地の後に居住地となったと考えられ

る。遺物は S P504～ S P511か らV様式系甕および

庄内式甕の小破片が出土している。各小穴の法量等

Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H 2001-37)

0                 50cm

7.5Y3/2オ リーブ黒色粘土質ンル ト

10Y4/2オ リーブ灰色極細粒砂混ンル ト

10Y2/1黒色粘土質シル ト

第34図  S P504断 面図

T.P.+5.70m

遺構名 地 区
全長
(検出長)

幅
(最大)

深 さ 埋 土 出 土 遺 物

S D545 Ⅵ 6-8E 2.75
刀
■ 0.04

7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト

V様式系甕、庄内式甕 (庄内
式古相)43・ 44

S D546 0.45 10Y5/1灰色極細粒砂混シルト

S D547 1.30 0。 35 0,06 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色シルト V様式系甕 56

S D548
7.5Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂混粘土

質シルト
V様式

S D549 Ⅵ-6-9D 2.75

S D550 1/1-6-8 0.80 0.40 0.05 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色シルト V様式

S D551 0,80 0.25

S D552 Ⅵ-6-8'9E 0.35 0.07 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト 土師器、庄内式土器

S D553 Ⅵ-6-8E 1.75 0.35
7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

2.5Y4/1黄 灰色シルト

S D554 0.40 7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

S D555 Ⅵ-6-8E 0,04 7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト V様式
S D556 庄内式上器 48・ 55

S D557 0.38
7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

2.5GY4/1暗 オリーブ灰色黒シルト
庄内式上器

S D558 Ⅵ 68F 0.35 0.07

7.5Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂混粘土

質シルト2.5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土

質シルト

S D559 Ⅵ-6-8・ 9E 0.50 7.5GY4/1暗緑灰色粘土質シルト 庄内式上器 49
S D560 Ⅵ-6-9E 0,40 5GY4/ 暗オリーブ灰色粘土質ンルト

S D561 Ⅵ-6-8E 4.35
7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

7.5GY4/1暗緑灰色粘土質シルト
V様式系甕、庄内式上器

S D562 Ⅵ-6-9E 0.30 0,03 5GY4/ 暗オリーブ灰色粘土質シルト V様式

S D563 Ⅵ-6-8E
7.5Y3/

5GY4/

オリーブ黒色粘土質シルト

暗オリーブ灰色粘土質シルト

S D564 Ⅵ-6-8F 7.5Y3/ オリーブ黒色粘土質シルト

S D565 0.40
7.5Y3/

5GY4/

オリーブ黒色粘土質シルト

暗オリーブ灰色粘土質シルト

S D566 2.55 0.80 V様式系甕 53

S D567
7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト

土師器、庄内式上器 (庄内式

古相)57

S D568 1.60 0.90 0.09
5GY4/

7.5Y3/

暗オリーブ灰色粘土質シルト

オリーブ黒色粘土質シルト
庄内式土器

S D569 0.35 0.10
7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

2.5GY4/1暗 オリーブシルト
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の詳細は第 8表に示した。

第8表  S P501～ S P511法量表 (単位m)

2)遺構に伴わない遺物
・第X層出土遺物 (第35図、図版ニー)

須恵器 3点 (59～ 61)を 図化した。59・ 60は杯蓋である。59

が全体の1/2、 60が口縁部の1/2が残存している。59は丸味を持

ち高い天丼部を有する杯蓋で、口径12,2cm、 器高4.9cm、 稜部径

そみ塾:稔::章:'言三Iξ言どユを手をこ:g憲  ・ド誠静:開
吾吾惑酎禁胃ζ賢侯|:雫 4tぢと奮諄争:独鼻蔀怒岳稽じ蜜馨客   立⊆重≡圭三二≧J60
する。復元口径13,7cmを 測る。59。 60共に田辺編年のT K23型

式に比定される。61は蓋身で約1/3が残存している。復元口径

13.2cmを 測る。水平方向に短く伸びる受部から立ち上がりが内

傾して伸びるもので端部は内傾し小さな段を持つ。色調は灰青      ヒーーーー_」
Cm

色。胎土中に1～ 2 Hlln大の長石が散見される。焼成は堅緻。田  第35図 第X層出土遺物実測図
辺編年のM T15型式 (6世紀前半)に比定される。 3点共に2調査区のⅥ-6-8E・ F地区出
土。

・第XⅥ層出土遺物 (第36図、図版二一～二三)

弥生土器・古式上師器を中心とする21点 (62～ 82)の上器類を図化した。時期的には弥生時代

後期後半～古墳時代前期前半 (布留式首相)の ものである。なお、弥生時代後期のV様式甕、古

墳時代初頭前半 (庄内式古相)の V様式系甕については、本層下部で検出した第 5面において両

遺構名 地  区 平面形 長径 短径 短径 埋 土 出土追物
S P501 Ⅵ-6-8D 0,20 0.18 0.08 10Y4/1灰色極細粒砂シルト

S P502 Ⅵ-6-3E 円形 0,32 0.25
7.5Y3/1オ リーブ黒色シルト

2.5GY3/1暗 オリーブ灰色極細粒砂混シルト

S P503 楕円形 0,23 5GY4/1暗オリーブ灰色シル ト

S P504 0.28 0,25

7.5Y3/2オ リーブ黒色粘土質シルト

10YR4/2オ リーブ灰色極細粒砂混シル ト

10Y2/1黒色粘土質シル ト

V様式系甕

S P505 楕円形 0,40 0.22 0,09 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色シルト

S P506 Ⅵ-6-8E 円形
，
‘

7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト

2.5GY4/1暗 オリーブ灰色極細粒砂混シルト

2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質ンルトと

2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シルトの互層

2.5GY4/1暗オリーブ色粘土質シル ト

V様式系甕

S P507 円形 0.25 0.24 0,14
2.5GY4/1暗オリーブ灰色シルト

7.5GY4/1暗緑灰色粘土質シル ト
V様式系甕

S P508 楕円形 0.28 0.22 0.24
7,5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト10Y4/2オ

リープ灰色シルト

S P509 Ⅵ-6-9E 0,48 7.5Y2/1黒 色粘土質シルト 庄内式土器

S P510 Ⅵ-6-8E 0.25 0,20 0,18
2.5GY5/2灰 オリーブシルト

5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シルト
V様式系賽

S P511 0.36 0,28 0.29 7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト V様式系甕
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時期に比定される遺構が検出されていることから両者が混在している可能性が高く厳密な峻別が

困難であるため便宜上V様式系甕と呼称した。

壷類は 5点 (62～ 66)を 図化した。62は短頸直口壷の小破片である。復元口径11.Ocmを 測る。

精製品で調整等も全体に丁寧である。器面調整は口縁部内外面が横位の密なヘラミガキ。谷部外

面は縦位のハケの後、横位の密なヘラミガキを行う。色調は淡赤褐色。胎土は精良である。口縁

部外面から体部タト面に煤の付着が認められる。古墳時代初頭後半 (庄内式新相)を 中心とするも

のと考えられる。63は大形直口壷の体部上半から口頸部の資料である。復元口径17.7cm、 口頸部

高9.4cmを測る。口顕部外面および体部外面にはハケ調整が行なわれているが、内面は全体に風

化が進行しており器面調整は不明である。色調は赤褐色。胎土中に 2 nl14以下の長石 。赤色酸化土

粒が散見される。非生駒西麓産である。中河内地域から出土する大形直口壼の中で、古墳時代初

頭後半 (庄内式新相)～古墳時代前期前半 (布留式首相)の ものについては、角閑石を多量に含

み褐灰色を呈する「河内型庄内式甕」と共通する胎土に斉一化が計られているが本例は胎土の斉

一化以前のもので、古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。64は加飾された二重口縁壷

の口縁部の破片である。復元口径21.8cmを測る。斜上方に伸びる顎部から口縁部が外折して伸び

るもので、口縁端部は上下に肥厚し内傾する幅広の端面を形成している。日縁部外側面下半に2

個一対の竹管押圧円形浮文と波状文、国縁部内面に波状文が施文されている。色調は淡褐色。胎

土中に211m以下の長石・石英・チャート・赤色酸化土粒が散見される。非生駒西麓産。古墳時代

初頭後半 (庄内式新相)に比定される。62～ 64の 3点は 2調査区のⅥ-6-8。 9地区出土。65
は口径が体部径を凌駕する精製の小形丸底壼の破片である。復元口径10.7cmを 測る。器面調整は

口縁部内外面および体部外面に横位のヘラミガキを施す。色調は淡赤褐色。胎土は精良。古墳時

代前期前半 (布留式古相)に比定される。出土地点は2調査区のⅥ-6-8D地 区で401号墳の
墳丘部分にあたるため401号墳に伴う供献土器であった可能性がある。66は寸胴の体部に外反し

て開く口縁部が付 く広口壼である。口縁部は完存、体部は約1/2が残存している。口径15.Ocmを

測る。口縁部および体部外面調整は縦位のヘラミガキを多用している。色調は灰白色。胎土中に

211m以下の長石 。チヤートが僅かに含まれている。形態的には壷としているが類例が少ないもの

である。体部外面に煤の付着と器面剥離がある他、体部内面にも炭化物が認められることから煮

沸具として使用されていたようである。非生駒西麓産である。1調査区のⅥ-6-8B地 区出土。
V様式系甕は 7点 (67～73)を図化した。口縁部から体部上半にかけてのもの (67～ 70)、 口縁

部から体部下半のもの (71)、 底部のみのもの (72・ 73)がある。71・ ア2が小形の他は大形に分

類される。口縁部の形態は「く」の字形に屈曲するが70については口縁部の外反が大きくてやや

長い特徴を持っている。口縁端部の形】犬はタト傾する面を持つ67・ 68、 垂直方向に面を持つ69、 九

く終る70。 71がある。72,73の底部は突出する72と 突出しない73がある。体部外面のタタキ調整

は分割成形に沿って行われており、単位幅は3本/cm程度である。色調は淡褐灰色～黒褐色。胎

土中に長石・石英・黒雲母・角閃石を含む生駒西麓産である。時期的には弥生時代後期後半～古

墳時代初頭前半 (庄内式首相)に比定される。出土地点は67・ 69・ 71・ 72が 1調査区のⅥ-6-
8B地区、68・ 70が 2調査区のⅥ-6-8・ 9D地区、74が 2調査区のⅥ-6-8F地 区出土。
高杯は 1点 (75)を 図化した。小形の高杯で復元口径 16。3cmを測る。色調は淡褐色。胎土中に 2

111「Il以下の長石・石英を多く含有する。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の ものか。 2調査区の
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Ⅵ-6-8D地 区出土。
小形器台は2点 (76・ 77)図化した。中実の76と 中空の77がある。口径は76が8。 5cm、 77が8.7

cmを測る。76の杯部内面は乱方向のハケ、杯部外面から脚部外面は縦位の強いナデによる調整が

行なわれている。77は口縁部がヨコナデの他はナデを多用している。色調は76が褐灰色、77が淡

褐灰色を呈する。胎土は共に0.54Hl以下の長石の他、スコープで角閃石の含有を認める。共に生

駒西麓産である。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。 2点共に2調査区のⅥ-6-
8D地区出土。

鉢は4点 (74,78～ 30)を図化した。共に小形品で椀形の体部から口縁部が屈曲し斜上方伸び

る78・ 79と 同形態の底部と思われる74がある。78。 79は共に小破片で底部を欠く。復元口径は78

が15。 5cm、 フ9が13.8cmを測る。器面調整は口縁部がヨコナデ、体部は78がナデ、79は タタキが施

されている。色調は淡灰褐色。共に生駒西麓産である。74は突出する小さな底部を有するもので

底径3.8cmを測る。色調は淡褐色。胎土は中に 211m大の長石・石英を多量に含む。74・ 78,79の

82

20cm

第36図 第XⅥ層出土遺物実測図
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3点は弥生時代後期末～古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。80は平底で椀形を呈す

る。約1/2が残存している。復元口径13.5cmを測る。器面調整は口縁部外面がヨコナデ、底部には

ヘラケズリとハケを行うが中位は弱いナデ調整を行う程度で器面に無数のクラックを残す。内面

はハケを多用している。色調は淡赤褐色。胎土中に211m以下の長石・石英・チヤート・赤色酸化

土粒を多く含有する。吉備地方からの搬入品で、高橋護氏編年のⅨ―C期 にあたるもので、中河

内地域の土器編年との対比では古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に併行するものと考えられる。

74・ 79が 1調査区のⅥ-6-8B地 区出土。78・ 80が 2調査区のⅥ-6-8D地 区出土。
庄内式甕は2点 (81・ 82)を 図化した。共に口縁部から体部上半にかけての小破片である。復

元回径は81が16.lcm、 82が 16。2cmを測る。体部外面のタタキ調整は右上がりで82については、タ

タキの後左上がりのハケが施されている。タタキの単位幅は81が 4本 /cm、 82が 6本/cmである。

色調は81・ 82が褐灰色である。胎土は81・ 82が「河内型庄内式甕」に通有な長石
。石英・黒雲

母・角閃石を含む。81が古墳時代初頭前半 (庄内式古相)、 82が古墳時代初頭後半 (庄内式新相)

に比定される。81が 1調査区のⅥ-6-8B地 区、82が 2調査区のⅥ-6-8D地 区出土。

註記

註 1 月ヽ野久隆・服部文章他 1976層亀井北 (その 1)』 大阪府教育委員会 。(財 )大阪文化財センター

奥 和之・山上 弘他 1976『亀井北 (その 2)』 大阪府教育委員会 。(財)大阪文化財センター

赤木克視・竹原仲次 。大楽康宏 1976『亀井北 (その 3)』 大阪府教育委員会 。(財 )大阪文化財センター

註 2 赤木克視 。一瀬和夫 1987『久宝寺南 (その 2)』 大阪府教育委員会 ,(財 )大阪文化財センター

註 3 中川 寧 2003「 山陰における古式土師器の編年と派生する問題について～出雲を中心に～」『古墳出

現期の土師器と実年代 シンポジウム資料集』 (財 )大阪府文化財センター

註 4 青木勘時 1986「特異な叩き目に関する覚え書」F東大阪市文化財協会ニユースVol.2 No.2』 (財 )東

大阪市文化財協会

註 5 高橋 護 1988「弥生時代終末期の土器編年」『研究報告 9』 岡山県立博物館
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1993「第 5章  まとめ 3)中 河内地域における庄内式から布留式土器の編年試案」『Ⅱ久宝寺
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第 自然科学分析

第 1節 久宝寺遺跡第37次調査 (K H 2001-37)に伴う花粉分析
総合科学株式会社 水谷陸彦

1.調査概要

1-1 業務名
久宝寺遺跡第37次調査 (KH2001-37)に伴う花粉分析

l-2 目 的
人尾都市計画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理事業に先立って、継続的に発掘調査が行われ

ている。調査地全体では、弥生時代前期以降から現在までに堆積した地層がみられる。今回の第

37次調査では弥生時代後期後半から近世の地層がみられ、主な遺構として古墳時代の水田跡と考

えられる畦畔状の高まりがあつた。この畦畔状の高まりによつて囲まれた部分の地層を中心に、

その上下の地層が堆積した時代の遺跡周辺の植生を考察する。

1-3 調査地
大阪府八尾市大字亀井他

l-4 履行期間
平成13年 10月 15日 ～平成18年 11月 17日

1-5 分析試料の数量
花粉分析 :24′点

1-6 分析試料の採取位置
分析試料の採取位置を図-1～ 3に示す。

工早

|   |

図-1 試料採取詳細位置図
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図-2 K H 2001-37-1 東壁試料採取位置図

-126-



Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

栖
翠
匿
監
菜
縮
日

十

　

　

一

Ｅ
∞十
。Ｌ
卜
　
　
　
［凶

目  目
K H 2001-37-2 南壁試料採取位置図

-127-

Ｅ
い
十
正
ド



表-l K H 2001-37-1区  土層の特徴 ※( )内数字は基本層序に対応
土   層 徴特 代時

1(第 Ⅲ層 )
10Y6/1 灰色粘土質シル トわずかに砂混じる(上
部にマンガン斑、下部に斑状鉱物 )

中世～近世

2(第 V層 )
10YR5/2 褐灰色粘土質シル ト(斑状鉱物みられる)
～10YR7/8 責橙色シル トわずかに砂混じる 古墳時代後期～奈良時代

3(第 V層 ) 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シル ト 古墳時代後期～奈良時代

4(第Ⅵ層)
5Y4/1 灰色シルト質粘土 (上部に斑状鉱物顕著、
ラミナあり)

5(第Ⅶ層) 5Y2/2 オリーブ黒色シル ト質粘土 (植物遺体顕著)

6(第XI層 )
7.5Y3/1 オリーブ黒色粘土質シルト(炭酸鉄多く
含む、植物片少量あり) 古墳時代後期

7(第�層 )
7.5GY4/1 暗緑灰シル ト質粘土 (ラ ミナに沿って
の植物遺体多数含まれる、踏み込み痕あり)

8(第�層 )
2.5GY3/1 暗オリーブ灰色粘土質シルト(ラ ミナ
に沿っての植物遺体多数含まれる、踏み込み痕あり)

9(第�婚 ) 7.5Y6/1 灰色細粒砂

10(第�罹 )
10Y4/1 オリーブ黒色粘土質シルト徘直物遺体含
む)

11(第�罹 )
10Y3/1 オリーブ黒色粘土質シルト(ラ ミナに沿
っての植物遺体多数含まれる)

12(第�嵯雪)
7.5Y2/1 黒色粘土質シル ト(植物遺体少量含む、
シル トをブロック状に含む)

古墳時代初頭～前期

12-13(第�硼唇)

(第�り吾)
13(第�嘘量) 5G4/1 暗緑灰色粘土質シルト 古墳時代初頭 (庄内期 )

14(第濁層 )
10Y4/1 暗緑灰色粘土質シルト(ラ ミナに沿って
の植物遺体多数含まれる)

15(第�屠 )
2.5GY3/1 暗オリーブ灰色粘土 (踏み込み痕あり、
調査区の南側で炭酸鉄を含む)

表-2 K H 2001-37-2区  土層の特徴 ※( )内数字は基本層序に対応
土  層 特 徴 時 代
36(第Ⅸ層 ) 古墳時代後期～飛鳥時代
38(第 X層 ) 古墳時代中期～後期
40(第�切習) 古墳時代初頭～前期前半
44(第�硼曙) 古墳時代初頭～前期前半
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

2.分析方法

試料からの花粉化石抽出およびプレパラートの作成は、以下の手順で行った。

(1)湿潤重量で20g程の試料を10%水酸化カリウム水溶液に室温で 1日浸す。

(2)砂粒およびオ直物片の除去。

(3)傾斜法により粘土鉱物およびフミン酸の除去

(4)蒸発皿処理によるシルト粒および植物片の除去。

(5)塩化亜鉛 (飽和水溶液)に よる重液分離 (800r.p.m。で15分、その後2000r.p.m.で 10分間、遠

心分離)。

(6)フ ッ化水素酸処理 (室温で 1日 )。

(7)ア セトリシス処理 (1分間湯煎)。

(8)グ リセリジェリーで封入。

(9)ネ イルエナメルで密封。

上記の方法で各試料 2～ 5枚のプレパラートを作成した。花粉の同定は、オリンパスの生物顕

微鏡 (BH2)で主に400倍 (接眼10倍×対物40倍 )、 必要に応じて1000倍 (接眼10倍×対物100倍 )

の鏡下で行った。集計はメカニカルステージを用いて木本花粉の総数が200個 を越えるまで同

定・計数を行い、その過程で検出される草本花粉やシダ・コケ胞子についても同定 。計数 した。

出現率の計算は、木本花粉の総数を基数として行った。

3.分析結果

花粉化石の産出状況を表-3に、花粉ダイアグラムを図-4に、産出頻度が低かったタクサを

表-4に示す。
今回、371区 と37-2区の2ヶ 所から試料を採取し、37-1区ではさらにポイントAと Bから試

料を採取した。37-1区のポイントAか ら採取した試料にはその試料番号の頭に「 lA」 を、37-

1区のポイントBか ら採取した試料にはその試料番号の頭に「 lB」 を、87-2区から採取した試

料にはその試料番号の頭に「 2」 をつけて区別した。

試料番号 lB-4層 の試料を除いて、全ての試料から花粉は検出された。しかし、試料番号 lA 12

層 (第 XⅥ層)と lA 12-13層 (第 XⅥ層 。第XⅦ層 )、 lA-13層 (第 XⅧ層)、 2-44層 (第 XⅥ層)では木

本花粉の総数が50イ回未満と非常に少なかった。このような試料では花粉化石 1個の産出で出現率

に大きな違いがでてくるため、花粉ダイアグラムでは検出されたことだけを示した。また、試料

番号 lA-14層 (第 XX層 )と 240層 (第 XⅥ層)で も木本花粉の総数が70個程とやや少ないが、産

出傾向をすこしでも視覚的にとらえるため、これら2試料は花粉ダイアグラムとして表した。

産出 した木本花粉 として、アカガシ亜属 (CycFο baヵ狙οpsrs)が全体に多 く、クリ属

(Cうsttnea)や シイ属―マテバシイ属 (働sttnopゴーPas孤ね)、 コナラ亜属 (Oycrc口6)な どの広葉

樹の花粉も伴われた。針葉樹の花粉はいずれも高率ではなく、スギ属 (Crypど餌冊rDや ヒノキ
科 (Cupressaceac)、 モミ属 (Attes)、 ツガ属 (TsLTg2)、 コウヤマキ属 (&力」oprtyS)、 マキ属

(PoJo∽rpS)そ して二葉マツ類 (Diplox/Fon)を主としたマツ属 似Fn口s)が産出した。

草本花粉としては、イネ科 (Gramineae)カリF常に多く、カヤツリグサ科 (Cyperaceae)やオ
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モダカ属 (働g」 iどtatta)、 ガマ属 (Typh覆 )な どの花粉が伴われた。また、今回の分析ではイネ科

花粉のうち、花粉粒の大きさが40μ m以上で花粉膜の表面模様や発芽日の形態が現生のイネ属

(Oryza)に類似するものをイネ属型 (Orンa typc)と して区別した。 シダ・コケの胞子では、
オシダ科・チャセンシダ科 (Asprヵ ccac―AspFenねceac)を 含んだ単条口 (理 onopFete ttOres)

の胞子が非常に多く、三条口 (舷∬ctt Spοre)の胞子が優勢になる試料もあった。

表-3 分析重量と花粉化石算出状況 ※( )内数字は基本層序に対応

試料番号
分析重量

(湿潤重量 )
g

出
況
産
状 試料番号

分析重量

(湿潤重量)
g

出
況
産
状

lA-1層 (第Ⅲ層 ) 25。 9 ◎ lA-12-13層 (第るい�叫雪) 21.0 △

lA-3層 (第 V層 ) 21.7 ◎ lA-13層 (第�層 ) 22.3 △

lB-3層 (第 V層 ) 23.ユ ◎ 1△ -14層 (第駆 ) 20。3 ○

lB-4層 (第Ⅵ層 ) 20.8 × lB-8層 (第�層 ) 20.4 ◎

lB-5層 (第Ⅶ層 ) 22.0 ◎ lB-15層上 (第�尾 ) 21.6 ◎

lA-6層上 (第�層 ) 20.4 ◎ lB-15層下 (第�雇 ) 20.5 ◎

lA-6層中 (第�層 ) 20.6 ◎ lB-11層 (第�尾 ) 23.0 ◎

lA-7層 (第�層) 20.6 ◎ 2-39層 (第Ⅸ層 ) 20。 9 ◎

lA-8層 (第�層 ) 20。 9 ◎ 2-36層 (第Ⅸ層 ) 25.8 ◎

lA-10層 (第�電 ) 23.6 ◎ 2-38層 (第 X層 ) ９
守
９
営 ◎

lA-11層 (第�種 ) 22.5 ◎ 2-40層 (第�り要) 20.8 ○

lA-12層 (第�喋璽) 22.2 △ 2-44層 (第�曙 ) 20。 7 △

◎ :木本花粉200個以上   ○:木本花粉50～ 200個未満
△ :大本花粉50個以上    ×:花粉が全く検出されず
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4.古植生 。古気候
4-1 遺跡周辺の古植生と古気候
全体にアカガシ亜属の花粉が高率に産出し、クリ属やシイ属―マテバシイ属、コナラ亜属など

の広葉樹の花粉が低率ながら伴われる。このことから、遺跡周辺の植生は、アカガシ亜属が優占

しクリ属やシイ属―マテバシイ属などがまじる暖温帯常緑広葉樹林であったと考えられる。

モミ属とツガ属の花粉は、高率ではないが10%前後で産出しほぼ同じ出現率の増減を示す。 ト
ウヒ属 (2cca)の 産出はなく遺跡周辺の植生が暖温帯常緑広葉樹林であったと考えられること

から、これらは中間温帯林を形成する主要なタクサで、遺跡の後背地である生駒山地や金剛山地

の高標部にはモミとツガで代表される中間温帯林があったと考えられる。また、モミ属、ツガ属

同様にスギ属やヒノキ科、コウヤマキ属の花粉も10%前後産出していることから、この後背地の

植生にはこれらスギ属やヒノキ科、コウヤマキ属も混じっていたと考えられる。

古気候は、推定された植生から植生帯区分の暖温帯に属し、現在の大阪平野と同じぐらいの温

かさであったと考えられる。

4-2 水田耕作の可能性について
(1) 6層 (第 Xl層 )
6層 (第 XI層 )は古墳時代後期の地層で、今回の発掘において最も水田耕作の可能性が高い層
準と考えられている。試料番号 lB-6層 (第 XI層 )の花粉分析の結果では、イネ科の花粉が非
常に高率に産出し、その内イネ属型のものが大半であった。水田雑草としてもみられるオモダカ

属やカヤツリグサ科の花粉も伴っていることら、 6層 (第 XI層 )堆積時、今回の発掘場所では水
田耕作が行われていたと考えられる。

(2) 8層 (第 Xこ層 )
8層 (第 XⅡ層)は水田耕作の可能性があると考えられている。試料番号 lA-8層 (第 XI層 )
の花粉分析の結果では、イネ科の花粉が非常に高率に産出し、その内イネ属型のものが大半であ

つた。 8層 (第 XⅡ層)堆積時、今回の発掘場所では水田耕作が行われていたと考えられる。
8層 (第 XⅡ層)は同じ1区のポイントBで も試料番号 lB-8層 (第 Xl層 )で分析を行っている。
木本花粉の産出傾向は試料番号 lA-8層 (第 XI層 )と 類似しているが、イネ科の花粉の出現率
がそれに比べて非常に低率である。産出したイネ科の花粉の内大半はイネ属型ではあるが、出現

率が低いことから試料番号 lB-8層 (第 XⅡ層)の分析結果では、 8層 (第 XⅡ層)堆積時の発掘
場所において水田耕作を行っていた可能性を強くは支持できない。

(3)39層 (第Ⅸ層)
39層 (第Ⅸ層)は、土層番号としては区別したが、現場の地層観察では1区で 6層 (第 XI層 )
とした地層と同じと考えられている。試料番号 2-39層 (第Ⅸ層)の花粉分析結果が、イネ科の

花粉が非常に高率でその内イネ属型のものが大半を占め水田雑草としてもみられるオモダカ属や

カヤツリグサ科の花粉を伴っていることから、この39層 (第Ⅸ層)の堆積時にも今回の発掘場所
では水田耕作が行われていたと考えられる。
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(4)36層 (第Ⅸ層)
36層 (第Ⅸ層)は水田耕作の可能性があると考えられている。試料番号 2-36層 (第Ⅸ層)の

花粉分析の結果では、イネ科の花粉が非常に高率に産出し、その内イネ属型のものが約半分であ

った。カヤツリグサ科の花粉はやや高率に産出し、36層 (第Ⅸ層)堆積時、今回の発掘場所では

水田耕作が行われていたと考えられる。

(5)40層 (第 XⅥ層)
40層 (第 XⅥ層)は水田耕作の可能性があると考えられている。試料番号 2-40層 (第 XⅥ層)の

花粉分析の結果では、イネ科の花粉が非常に高率に産出し、その内イネ属型のものが約半分であ

つた。カヤツリグサ科の花粉はやや高率に産出し、40層 (第 XⅥ層)堆積時、今回の発掘場所では

水田耕作が行われていたと考えられる。

(6)その他の地層
10層 (第 XV層 )と ll層 (第 XV層 )の花粉化石群集は6層 (第 Xl層 )と 類似しており、これらの

地層の堆積時、今回の発掘場所では水田耕作が行われていたと考えられる。

8層 (第 XⅡ層)の直上の層である 7層 (第 XⅡ層)は植物遺体が多く含まれ、それらによってラ

ミナが形成されている地層である。ラミナが残り地層が乱されていないことから耕作は行われて

いないと考えられているが、花粉分析では8層 (第 XⅡ層)に続き7層 (第 XI層 )で もイネ科が高

率でイネ属型のもが多く含まれている。 8層 (第 XⅡ層)で耕作を行った後、 7層 (第 XⅡ層)が堆

積する時代に今回の発掘場所では少し休耕し、近傍で耕作が行われていたと考えられる。 1層

(第Ⅲ層)と 3層 (第 V層 )も 耕作地と考えられているが、イネ科の花粉は低率である。 6層

(第Ⅳ層)か らの変化としてヨモギ属 (ArιcEユrSra)の花粉の出現率が 3層 に向かって増加してい

る。1層 (第Ⅲ層)。 3層 (第 V層 )の堆積時、今回の発掘場所は、放棄さんそやや乾燥した草

地だった考えられる。

5日 他の分析結果との比較

今回分析を行った調査区のすぐ西側で、久宝寺遺跡第25次調査 (KH98-25)に伴う花粉分析が

行われている (総合科学,1999)。 同層準となる古墳時代前期～古墳時代後期を比較すると、第

25次調査の試料番号HP-20～ 29の花粉化石群集は今回調査の試料番号 lA-11層 (第 XV層 )～ 1

A-7層 (第 XⅡ層)、 lB-6層 (第 XI層 )と非常に類似している。第25次調査でもイネ科の花粉が

非常に高率でオモダカ属の花粉を伴うことから稲作が考えられており、古墳時代前期～古墳時代

後期の時代、今回の発掘場所周辺では稲作が行われていたと考えられる。

久宝寺遺跡の周辺には亀井遺跡や加美遺跡、八生堂遺跡など多くの遺跡が点在している。これ

らのうち、今回分析をした古墳時代に堆積した地層があり、その地層の花粉分析を行っているい

くつかの遺跡の分析結果と今回の分析結果を比較する。

亀井遺跡では、含貝海成層の直下から弥生時代そして古墳時代前期～中期の地層およびそれ以

後の地層が分析されている (那須・坂本,1980)。 那須 。坂本 (1980)では遺跡周辺の基本的な

森林植生はカシ林を主とする暖温帯照葉樹林で、この森林植生は古墳時代まであまり極端な破壊
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を受けなかったと考えられている。

瓜生堂遺跡ではD地区、 E地区、 F地区、H地区、 I地区、」地区において弥生時代から庄内

式期、古墳時代の地層が分析されている (安田,1980,1981,1982な ど)。 安田 (1981)では、

古墳時代の八生堂遺跡周辺にはカシやシイの照葉樹林が存在 したと考えられている。そして、遺

跡周辺で照葉樹林が切 り開かれアカマツの二次林が拡大するのは歴史時代おそらく近世以降のこ

とであると考えられている。

以上、久宝寺遺跡の周辺の遺跡でも古墳時代の遺跡周辺には暖温帯の常緑広葉樹林 (照葉樹林 )

が広がっていたことがうかがえる。そして、この常緑広葉樹林が大きく破壊されアカマツの二次

林が拡大するのはずっと後の時代であると考えられる。これは、今回の分析で中世～近世の地層

と考えられている 1層 (第Ⅲ層)でマツ属の花粉が高率になっていないことからも言える。

6.ま とめ

今回の花粉分析では、以下のことが明らかになった。

(1)遺 跡周辺の植生はアカガシ亜属が優占する暖温帯の常緑広葉樹林で、現在の大阪平野と同
じぐらいの暖かさであったと考えられる。

(2)6層 (第 XI層 )と 8層 (第 XⅡ層 )、 10層 (第 XV層 )、 11層 (第 XV層 )、 39層 (第Ⅸ層 )、 36層
(第Ⅸ層 )、 40層 (第 XⅥ層)で水田耕作の可能性が花粉分析結果からも考えられる。
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上

1ロ アカガシ亜属

2ロ クリ属

3ロ シイ属―マテバンイ属

4Hニ レ属―ケヤキ属

5ロ クマシデ属

6.ヤマモモ属

7Hハ ンノキ属

8ロ クルミ属―サワグルミ属

9Lエノキ属―ムキノキ属

10.ブナ属

11.モチノキ属

12ロ ツツジ科

13ロ トネリコ属

14.三葉マツ類

15.ヒ ノキ科

16壼 コウヤマキ属

17ロ マキ属

18ロ スギ属
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)
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図 版

1ロ モミ属

2ロ ツガ属

3ロ イネ属型

4ロ イネ科

5ロ イネ属型の花粉の塊

6ロ サジオモダカ属

7Bカ ヤツリグサ科

8ロ オモダカ属

9Jガマ属

10ロ ヒシ属
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

第 2節 久宝寺遺跡第37次調査出土上器相・木棺の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

久宝寺遺跡は、旧大和川により形成された扇状地性低地に位置する。本遺跡では、これまでの

発掘調査により、縄文時代後期～近世に比定される遺構 。遺物が検出されている。今回の調査で

は、 3世紀末期に比定される402号墳から組合式木棺が検出されている。その他、甕形土器が逆

位の状態で埋納された土器棺墓401が検出されている。今回検出された組合式木棺内部の地層な

らびに土器棺墓401が墓として利用されていたかを検証することを目的として、リン分析、脂肪

酸分析を行った。また、木棺については、その用材について樹種同定も併せて実施している。

I.遺構の内容物推定

1.試料
土壌試料は、木棺内および木棺が埋納されている墓壊内の覆土から採取した 7点、土器棺墓

401か ら採取した 6点、合計13点である。これらの試料を選択し、リン分析10点、脂肪酸分析13

点、微細遺物分析 2点を実施する (表 1)。

表1 土壌分析試料一覧

微細 :微細遺物分析

地 点 試 料 リ ン 脂肪 微細 備 考

木棺 1 木棺内土壌 ● 木棺内中央部付近に設定さ

れたベル ト９

， 木棺底土壌 ● ●

Ｏ
υ 土坑埋土 木棺の外側

4 木棺内出土土器内土壌 ● ●

木棺内埋土 ● ● ●

木棺蓋直下 ● ●

木棺土坑埋土 ● ●

土器棺墓

401

1 ●

９

２ 土器内土壌上部

土器内土壌下部 (口縁部付近)

● ● ● 土器 (口縁部)が一部付着す

る土器内土壌塊つ
０ ● ●

4 土坑内埋土 (底部付近) ● ●

5 標準層序 (確認面より上位 ) ● ●

6 標準層序 (確認面より下位 ) ● ●

土器 2 試料番号 2付近の土器 ●

土器 3 試料香号 3付近の上器 ●

凡例 )リ ン:リ ン分析 脂肪 :】旨肪酸分析
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2.分析方法

(1)リ ン分析

測定する成分は、特に動物の体組織や骨に多く含まれるリン酸の含量測定を行う。リン酸は、

土壌中に固定されやすい性質を持つ。そのため、遺体が埋葬されると土壌中にリン酸の富化が認

められることから、遺体あるいは遺骨の痕跡を推定することができる。今回、リン酸含量の測定

は、硝酸・過塩素酸分解―バナドモリブデン酸比色法で行う (土壌養分測定法委員会,1981)。

試料を風乾後、軽く粉砕し2.0011111の節を通過させる (風乾細土試料)。 この風乾細土試料2.00g

をケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約 5 mlを加え加熱分解する。放冷後、過塩素酸約

10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容してろ過する。ろ液の一定量

を試験管に採取し、リン酸発色液を加え分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。この

測定値と加熱減量法 (105℃、5時間)で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量 (P205mg/g)

を求める。

(2)脂肪酸分析

分析は、坂井ほか (1996)に基づき、脂肪酸およびステロール成分の含量測定を行う。土壌試

料は30～ 100gを 秤量し、土器はそのまま用いる。試料が浸るに十分なクロロホルム :メ タノー

ル (2:1)を 入れ、超音波をかけながら脂質を抽出する。ロータリーエバポレーターにより、
溶媒を除去し、抽出物を塩酸―メタノールでメチル化を行う。ヘキサンにより脂質を再抽出し、

セップパックシリカを使用して脂肪酸メチルエステル、ステロールを分離する。脂肪酸のメチル

エステルの分離は、キヤピラリーカラム (ULBON,HR―SS-10,内径0。251m,長さ30m)を装着

したガスクロマトグラフイー (GC-14A,SHIMADZU)を 使用する。注入口温度は250℃、検
出器は水素炎イオン検出器を使用する。ステロールの分析は、キャピラリーカラム (」 &W
SCIENFIC,DB-1,内径0.3611Hl、 長さ30m)を装着する。注入口温度は320℃、カラム温度は
270℃恒温で分析を行う。キャリアガスは窒素を、検出器は水素炎イオン化検出器を使用する。

(3)微細遺物分析
土壌試料は、試料を約300g秤量し、数%の水酸化ナトリウム水溶液に浸して放置したあと、

0。 511mの 舗を通して水洗し残澄を集める。残澄を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体を抽出・

同定する。検出された試料は、種類毎に瓶にいれ、ホウ酸・ホウ砂水溶液中に保存した。

3.結果

(1)リ ン分析

結果を表 2に 示す。木棺では木棺内土壌が0.70～ 0.88P205mg/g、 木棺墓壊内埋上が

0.60P205mg/gで ある。土器棺墓401は土器内土壌および土坑内土壌 (試料呑号 2～ 4)が0.59～
0。74P205mg/g、 標準層序 (試料番号 5。 6)が0。55～ 0.59P205mg/gで ある。
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表 2 リン分析結果
地点 番号 土器内土壌下部 (口縁部付近) 土性 土 色 P20S(mg/g)

木棺
９

留
こ棺底土壌 SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0。70

4 こ構内出土土器内土壌 SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0.88

木棺内埋土 SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0。 70

木棺蓋直下 SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0。 70

木棺土坑埋土 SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0.60

土器

棺墓

９

留 土器内土壌上部 SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0.63
Ｏ
υ 土器内土壌下部 (口縁部付近) SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0.59

4 土坑内埋土 (底部付近) SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0,74

5 標準層序 (確認面より上位) SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0。55

6 標準層序 (各任免より下位) SiL 5Y3/1 オリーブ黒色 0.59

Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

注 1)土色 :マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖(農林省農林水産技術会議監I雰 1967)イこよる。
注2)土性 :土壌調査ハンドブック(ペ ドロジスト懇談会編 1984)の野外性による。
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図 脂肪酸・ステロール組成

(2)脂肪酸分析

結果を図 1、 表 3に示す。以下に各遺構毎の傾向について述べる。

・木棺

0        50        100%

脂肪酸組成をみると、すべての試料でパルミチン酸 (C16)の割合が高く、オレイン酸 (C18■ )

がこれに次いで高くなっている。その他ミリスチン酸 (C14)、 パルミトレイン酸 (C16■ )、 ス

テアリン酸 (C18)な どが検出される。一方高級脂肪酸 (炭素数20以上)も わずかに含まれる。

アラキジン酸 (C20)、 ベヘン酸 (C22)、 リグノセリン酸 (C24)、 ドコサヘキサエン酸 (C22:6)
等を含むが、一部検出されない試料もある。また、蓋直下埋土、墓娠内埋上、土坑内埋上ではエ

ルカ酸 (C22■cis)を 10%程度含んでいる。

ステロール組成をみると、ほとんどの試料で、 5～ 6種類のステロールがみられる。コプロス

タノールが10%程度とやや少ないものの、他のステロールはいずれも20～ 30%程度検出され、際
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だって多い種類は少ない。その中でも、墓壊内埋土、土坑内埋土では、シトステロールの割合が

高くなっている。

・土器棺墓401

分析を行った土壌試料のうち、試料番号 5。 6は遺構外から採取された対照試料である。土壌

試料 (1～ 6)の脂肪酸組成をみると、遺構内試料、対照試料ともに類似した組成を示す。中級
脂肪酸 (C16～ C18)で は、パルミチン酸 (C16)の 割合が高く、オレイン酸 (C18■ )がこれに
次いで高くなっている。その他ミリステン酸 (C14)、 パルミトレイン酸 (C16:1)、 ステアリン

酸 (C18)な どが検出される。高級脂肪酸 (炭素数20以上)は、アラキジン酸 (C20)、 べヘン酸
(C22)、 リグノセリン酸 (C24)、 ドコサヘキサエン酸 (C22:6)等を含むが、微量である。ステ
ロール組成をみると、コプロスタノール、コレステロール、カンペステロール、スティグマステ

ロールはいずれの試料からも10～ 20%程度である。エルゴステロールは試料番号 4～ 6で、ント
ステロールは試料番号 1～ 3で高くなっている。
一方土器試料についてみると、脂肪酸組成はパルチミン酸の割合がやや高い程度で、土壌試料

と比較しても大きな変化は認められない。また、ステロール組成も、カンペステロールやスティ

グマステロールが検出されない点を除けば、土壌試料と類似した傾向を示す。

表 3 脂質分析結果

* 分析試料の重量は土壌は湿重量、土器は分析に用いた破片に重量を示す。
(3)微細遺物分析
種実遺体は全体的に保存状態が悪い。木棺内埋土は、305。2gに ついて分析を行い、アカザ
科―ヒユ科 (3個 )、 キランソウ属・ナス科・不明種実 (各 1個 )、 不明植物片および炭化材の破

片が検出される。土器棺墓401の土器内土壌 (試料番号 2)は、300。 lgについて分析を行い、カ

種類

試料番号

木  棺 土器棺墓401

Nol No2 gξ
 a鍾  車響 會: 123456盤 盟

脂肪酸組成
ミリステン酸(C14)
パルミチン酸(C16)
パルミトレイン酸(C16:1)
ステアリン酸(C18)
オレイン酸 (C18■ )
リノール酸(C18:2)

γリノレン酸(C18:3)
αリノレン酸(C18:3)
アラキジン酸(C20)
イコセン酸(C20:1)
アラキドン酸(C20:4)
ベヘン酸(C22)
ドコセン酸 (C22■trans)
エルカ酸(C22■ cis)
イコサベンタエン酸(C20:5)
リグノセリン酸(C24)
テ トラコセン酸(C24:1)
ドコサヘキサエン酸(C22:6)

4.93   3.18   3.43   4.48   3.91   4.93

4114  56.83  55,38  31.84  30,92  26.12

6.76   163   3.89  1471   447  15,09

8.90  11.88  14.11  11.38  1274   642

16.38  14,92  11.76  14,58  21.00  22.52

2.50   1.58   1.77   4.45   1.81   4.08

4.96   5.22   240   3.08   1.47
-     ―-   0.48     -   o,77

-     -   12.46  17.10   6.93

-   0.90   0.64     --   121

-― ― -6.52
243   1.08     -    1.83   2.33

一

６２

一

一

７‐

４４

一

２２

３５

一

４６

一

一　

５９

一

．２．３９
一酔
３．５８
一
一
一・・２３躙
‐・４２

6.23   6.75   6.21   6.26   6.37   517   3,78   3.85

32.40  3029  36.42  31.01  28.87  27.99  42.65  51.61

5.36   3.52   4.94   3.70   4.88   8.85   551   225

8.44   8.49   8.34   6.85   8.46   9.76  1591  10.82

2978  3608  26.13  3185  26.49  2787  23.88  22.44
2.44   4.61   3.74   4.24   283   3,11   1.72   172

1.60

3.58

2.07   1.92   1.19   218   4.97   3.49   076   2,13

493   253   6.16   7.57   7.25   6.06   2.36     -

3.25     -   196   1.33   2.01   1.91     -     ―

一
塾

一

一
コ

一

一

一

・
５９

一

一
郷

一

一

一　
・
０８

・
３８

一　
・
４７

・
９６

一

一
９３

一

一
〇６

一

一

一

・
０５

一

一

・
８６

一

一

．
２
．
６９

一

一
２
．
３．

０
・
８２

一

一

・
８〇

一

一
詢

一

・
７０

ステロール組成
コプロスタノール

コレステロール
エルゴステロール

カンベステノール

スヒグマステロール

シトステロール

7.32   5.31   7,79   3.72   9.32     -

2700  42.27  32.78  18.47  26.00   7.50

16.88  2696  2491  14.90  13.83  18.94

13.58  13.16  20.87   8.15  17.01     -

14.82     -     -  15,40  15。 48  12.57
20,39  12.30  1365  39.36  18.36  60.99

4.34   3.58  11.15   3.77   4.56   2.17   4.68  10.04

12,74  14.82  18.50  13,02  11.58  12.09  23.51  22.73

11.20  12.27  11.32  46.55  29.03  58.73  60.47  32.31

22.57   2.55     -   560  13.15   5.20     -     一
1897  2085  20.17  12.71  14.55   1.53     -     ―

30,18  45,93  3885  18.35  27.12  20.29  11.34  34.92
分析試料の重量 (質 ) 9     3    118    136    133 84     76    102     51     46     52     10     15
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査(K H 2001-37)

ジノキ属・ブドウ属・キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイテゴ属 (各 1個 )、 スゲ属 (2

個)、 タデ属 (3個 )、 炭化材の破片が検出される。以下に検出された種実遺体の形態的特徴を記

す。

・カジノキ属 (BrOwssonc協 )  クワ科
種子が検出された。褐色。大きさは l alm程度。倒卵型、表面にはいぼ状の模様が粗 く配列し、

側面の隅に突起がみられる。

・ブドウ属 (И施)  ブドウ科
種子が検出された。灰褐色、広倒卵形。側面観は半広倒卵形。基部の膳の方に向かって細くな

り、嘴状に尖る。長さ 511m、 幅 311m程度。背面には茶掲色でさじ状の凹みがある。腹面には中央

に縦筋が走り、その両脇には楕円形の深く窪んだ了しが存在する。種皮薄く硬く、断面は柵状。

・スゲ属 (働rexl  カヤツリグサ科
果実が検出された。淡褐色、倒卵形で偏平。大きさ141m程度。果度は薄く柔らかく、表面には

微糸田な率岡目模様がありざらつく。

。タデ属 (PoFygon口m)  タデ科
果実が検出された。黒色、丸みのある菱形で三稜形。長さ2 Hlll程度。表面は光沢があり、微細

な網目模様がある。

・アカザ科一ヒユ科 (ChenopOdiaceae一 Amarantaceae)

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径lalm程度。一端が凹み、膳がある。種皮表面

は光沢が強く、微細な網目模様がみられる。

。キジムシロ属―ヘビイテゴ属―オランダイチゴ属 (P銃餌虜Fa一Duttesne晟 ―Fragarfa)

バラ科

核 (内果皮)が検出された。淡責～淡灰褐色、腎形でやや偏平。長さlllm、 幅0。 711m程度。内果

度は厚く硬 く、表面は微細～やや大きい網目模様がありざらつく。

。キランソウ属 (Aiuga)  シソ科

果実が検出された。黄白色、狭楕円体。長さ1.5alm、 径0。 811m。 基部付近に果実の長さの2/3に達

する大きな楕円形の着点痕の孔がある。果皮表面は深い凹みによる網目模様が分布する。

・ナス科 (Solanaceae)

種子が検出された。淡～茶褐色、歪な腎臓形で偏平。種皮は薄く、側面のくびれた部分に膳が

ある。表面は暦を中心として同心円状に星型状網目模様が発達する。径2-4.511m程度。表面の網

目が大きいまたは微細な個條、網目を構成する壁が太い個体や、伏毛が密生する個條など、形態

が異なる複数の種類がみられた。

4.考察

(1)木棺

木棺内埋土からは、骨片など遺体が埋納されていたことを直接示唆するものが検出されない。

また、木棺内から副葬品として土器が検出されているが、栽培種などが検出されないことから、

有用植物が同時に埋納された可能性は低い。埋土から検出されるアカザ科―ヒユ科、キランソウ

属、ナス科などの種実遺体は、人里など開けた場所に草地を作るいわゆる「人里植物」に属する
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種類を多く含む分類群であり、周辺に生育していた種類の種実が、埋葬時あるいは埋葬後棺内に

土壌が入り込む際に混入したとみられる。これまで墳墓等から出上した副葬品のうち、種実に関

する検出例は、小動物による食餌や貯蔵など後代の可能性が高いものを除くと、モモやウリの種

実などが報告されているが (米田,1991)、 概して残りにくいこともあるため、その事例が少な

しヽ 。

一方、木棺内覆土および木棺が埋納される墓媛覆上のリン酸含量は、0,60～ 0.88P205mg/gで あ

る。土壌中に普通に含まれるリン酸量、いわゆる天然賦存量については、いくつかの報告事例が

ある (BOwen,1983;Bolt&Bruggenwert,1980;川 崎ほか,1991;天野ほか,1991)。 これら
の事例から推定される天然賦存量の上限は約3.OP205mg/g程 度である。また、化学肥料の施用な

ど人為的な影響を受けた黒ボク土の既耕地では5。 5P205mg/gと いう報告例もある (川崎ほか ,
1991)。 これまで実施している分析調査において骨片などの痕跡が認められる土壊のリン酸含量

は、6,OP205mg/gを 越える場合が多い (パ リノ・サーヴェイ株式会社,未公表資料)。 これらの
値を著しく越える土壌では、人為的影響など外的要因によるリン酸成分の富化が指摘できる。こ

れらの調査結果に基づき、今回の木棺内埋土のリン酸含量をみると、木棺内埋土は、木棺が埋納

された墓城覆土および標準層序から採取した試料と比較すると、若干高いが有意差があるとまで

認められず、また上記の天然賦存量の上限を越えるものでない。また、今回のリン酸含量は、29

次調査で出上した弥生時代中期の上器棺覆土に近い値である。

また検出された脂肪酸をみると、ミリステン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸な

ど中級脂肪酸の割合が高いが、これらは動物油、植物油ともに多く含まれる成分とされている

(島薗,1988)。 女子栄養大学出版部 (2000)の脂肪酸組成表と比較すると、月旨肪分が多い動植物

類では、ほとんどの種類でパルミチン酸やオレイン酸の割合が高いが、パルミチン酸が半数近く

を占める食品は希である。坂井 。小林 (1995)は、既存の基礎実験結果を検討し、熟や経年変化
によリオレイン酸に対するパルミチン酸の割合が増加することなどから、解析の際に脂肪酸組成

の経年変化について考慮する必要性を指摘している。今回の結果も経年変化により、化学的に安

定したパルミチン酸やオレイン酸などの脂肪酸が相対的に高くなっていることが考えられる。こ

のように上記した中級脂肪酸が多い傾向は、29次調査で出土した弥生時代中期の土器棺の調査で

も認められている。また、微量検出されるアラキジン酸、べヘン酸、リグノセリン酸は動物の脳

や神経に多く含まれる脂肪酸とされ (中野,1993)、 これが検出されることにより動物の関与が

推定できるとされている (中野,1995)。 またアラキドン酸やテ トラコセン酸も、動物の脳や神

経に認められる物質である (小林,1977な ど)。 青森県南津軽郡尾上町の季平下安原遺跡では、
成人の人骨を伴う古代の上坑墓において脂肪酸分析が行われている (小山,1995)。 この分析成

果によれば、アラキジン酸、べヘン酸、リグノセリン酸、テトラコセン酸 (報文中では別名のネ

ルボン酸となっている)力S検出されるが、その割合は4種類合わせて30%以上であり、今回と比
較してかなり高い。今回の値はむしろ標準層序から採取された土器棺墓401の試料番号 5。 6と

類似する。一方、グラフ上で右側に近い脂肪酸ほど、検出器に到達するまでに時間がかかる。こ

のためピークの分解能や到達時間の誤差により、同定の信頼度が低くなる。例えば、最も右側に

あるドコサヘキサエン酸は、魚介類に多いとされ (女子栄養大学出版部,2000)、 また哺乳類の

脳にも多く含まれる脂肪酸であるが (小林,1997)、 分解しやすく不安定な脂肪酸であるため長
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査(K H2001-37)

期間残りにくいとされている (坂井ほか,1996)。 したがって、 ドコサヘキサエン酸等と同定さ
れたものの中には、これと類似する到達時間を持つた何らかの (脂肪酸ではない)脂溶性成分が

混じつている可能性もある。また、一部の試料ではエルカ酸が10°/0程度検出されている。エルカ

酸は、ナタネなどアブラナ科種子に多く含まれる脂肪酸であるが、最近ではエルカ酸が健康を阻

害するとの理由で品種改良が進み、最近のナタネ油にはほとんど含まれなくなってきている (柳

原,1975)。 ただし、ナタネ油が広く利用されるようになったのが中世末以降であり、エルカ酸

が′鳥獣類や魚介類の油分にも含まれるとされることから (女子栄養大学出版部,2000)、 検出さ

れたエルカ酸は動物等に由来する可能性が考えられる。

以上、木棺内の埋土からは遺体埋納を直接示唆する骨片等の検出がなく、副葬品に由来する遺

物の検出もない。リン酸含量および脂肪酸・ステロールとも対照試料である標準層序と顕著な差

がなく、動物遺体等が埋納された明瞭な痕跡を認めることができない。これは、木棺に底板がな

く化学成分が下方へ流失しやすい環境にあること、経年変化による分解が生じて脂肪酸 。ステロ

ールの組成が変化している、などに起因する可能性がある。

(2)土器棺墓401

土器棺墓401で も骨片など遺体が埋納されていたことを直接示唆するものが検出されない。ま

た、遺物片や栽培種などが検出されないことから、それらが同時に埋納された可能性も低い。土

器内から検出された種実遺体は、落葉高木のカジノキ属、ツル性植物のブドウ属、いわゆる「人

里植物」に属する種類を多く含む分類群であるスゲ属・タデ属・キジムシロ属―ヘビイチゴ属一

オランダイチゴ属などである。これらの種類は、いずれも開けた場所を好む種類である。よって、

土器内から検出される種実遺体も周辺に生育していたものに由来する可能性が高く、遺構が埋没

する過程で混入したものと考えられる。

一方、土器内土壌のリン酸含量は標準層序と比較すると若干高いが、木棺と同様、有意差があ

るほどでなく、また天然賦存量の上限を越えるものでない。また、土器ならびに遺構内土壌の脂

肪酸組成は、対照試料とした土坑外の試料と大きな変化がみられない。また、パルミチン酸が高

いことからすると、木棺と同様分解が進んでいると考えられる。高級脂肪酸は遺構内試料と対照

試料双方において検出される。対照試料は遺物包含層であることから、当時の人間の生業や動物

の活動等によって動物由来の脂肪酸が蓄積された可能性がある。ステロール組成をみると、エル

ゴステロールやシトステロールが高い試料がみられる。エルゴステロールはキノコ類などの菌類

に由来するステロール、シトステロールは植物に由来するステロールとされている (菅原ほか,

1987)。 土壌中に腐植や植物の根などが含まれていることから、検出されたステロールはこれら

に由来する可能性があり、土壌中の埋納物を反映していないと考えられる。

このように、土器棺墓401に おいても、骨片や副葬品とみられる遺物の検出がない。また、リ

ン酸含量および脂肪酸・ステロールとも対照試料である標準層序と顕著な差がなく、動物遺体等

が埋納された明瞭な痕跡を認めることができない。今回の結果は、遺然埋納施設でなかったこと

を示唆する可能性もある。
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Ⅱ.木棺の用材
1.試料

試料は、木棺の側板 4点 (Wl～W4)と 蓋 1,点 (W5)である。

2.分析方法

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片
を作製し、ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合
液)で封入 し、プレパラートを作製する。作製したプレパラー トは、生物顕微鏡で観察・同定す
る。

3.結果

木棺の部材は、全て針葉樹のスギに同定された。主な解剖学的特徴を以下に記す。
・スギ (Crypめ22erFa JapOnfc2(L.二 )D.Don) スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、

晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞が晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成

され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、 1分野に2～ 4個。放射組織は単列、 1～ 15
細胞高。

4.考察

木棺は、 4枚の側板を長方形の箱形に組んでおり、蓋も残存していたが、底板は認められなか
った。部材は、全て針葉樹のスギが用いられていた。スギは、木理が通直で割裂性が高く、板材
への加工が容易であり、耐水性に優れた材質を有する。

弥生時代の木棺については、尼崎市田能遺跡、東大阪市鬼虎川遺跡第12次および31次、八生堂

遺跡等で出土例があり、樹種同定が行われている (嶋倉,1981,1982;島 地ほか,1987;パ リ
ノ・サーヴェイ株式会社,1990)。 その結果をみると、田能遺跡では針葉樹のコウヤマキ、ヒノ

キ属 (ヒ ノキ含む)、 モミ、広葉樹のクスノキ、ケヤキが確認されているが、スギは確認されて

いない。また、遺跡別 。木棺別に見ると、ヒノキ属にコウヤマキやケヤキが 1～ 2点混じる例、
コウヤマキやヒノキ属が 1種類のみで構成される例、ヒノキ属にモミ属やクスノキが混じる例等、

異なる遺跡間や同一遺跡内の異なる木棺で種類構成が異なっている。これまで確認されてきた種

類をみると、強度や加工性等の材質は大きく異なるが、大径木になる種類であることや、耐水・

耐朽性が比較的高い種類が多いこと等の共通′点がある。したがって、遺跡や木桔による種類構成

の違いは、木材の入手環境を反映している可能性がある。

久宝寺遺跡は、古墳時代の船の部材や井戸材にもスギが確認されている (島地,1987;未公表
資料)。 とくに、船については、大阪湾沿岸ではクスノキの利用が多く、スギの使用例は本遺跡

を含めて少数である。本遺跡周辺で行われた花粉分析では、スギが縄文時代晩期以降に増加し、

弥生時代Ⅳ様式以降ではスギやマツ属等を主とした組成が確認されている (辻本ほか,1996:辻
本ほか,2001)。 このことから、本遺跡周辺では、弥生時代においてもスギ材の入手が比較的容

易であったと考えられる。このような植生環境を反映して、木棺などの部材にもスギが使用され
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査(K H2001-37)

ていることが推定される。 しか し、木棺の樹種同定を行った例は、用材選択の地域差などを検討

するには十分な点数 とはいえないことから、今後さらに類例 を蓄積 したい。
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図版 1 木材 。種実遺体

Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

1.スギ (試料番号W5) a:木日,bi柾目,c:板目
2.ブ ドク属 (SK502,血 2・ 3)     3.カ ジノキ属 (SK502;醜 2・ 3)
4,スゲ属 (SK502;地 2・ 3)      5.タ デ属 (SK502,詭 2・ 3)

6.アカザ科一ヒユ科 (本棺 ,本構内埋土)
7.キジムシロ属―ヘビイテゴ属一オランダイチゴ属 (SK502;醜 2・ 3)
8.キランノウ属 (木棺 ;木棺内埋土) 9.ナス科 (本構 ,本格内埋土)
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７
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Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査 (K H2001-37)

3 立早 まとめ

本調査は久宝寺遺跡において当研究会が実施した第25次調査の 2調査区から北東側の約943♂

が対象であった。第25次調査では古墳時代初頭後半 (庄内式新相)～前期前半 (布留式古相)の

小溝を多条に配する畑と後期の水田からなる生産域が検出されている。また、調査地に北接する

シヤープ株式会社の工場立替えに伴う第 9次調査では弥生時代中期から鎌倉時代にいたる遺構 。

遺物が検出されている。中でも古墳時代初頭～前期 (庄内式期～布留式期)に は重固文鏡、素文

鏡が出土した竪穴住居をはじめとする居住域の他、布留式古相では壺形埴輪を有する前方後方墳

(久宝寺古墳)と 方墳が検出されており、中河内地域における古墳文化受容期の墓制の在り方を

考える上で貴重な資料を提供している。今回の調査地はこのような調査成果を得た調査地に接し

ているため、特に古墳時代初頭～前期 (庄内式期～布留式期)の集落の広がりを推定するうえで

重要な地点であると考えられた。

調査では弥生時代後期後半～近世にわたる 5面 (第 1面～第 5面)の遺構面を検出した他、古

墳時代初頭～前半 (庄内式期～布留式期)においては、調査地周辺が北東方向に向かって高くな

る地形的な特徴が明らかとなった。以下、各時期の変遷をたどってみたい。

・弥生時代後期後半

第 5面で検出した。 2区の東端を中心に検出されたS K515～ S K517が該当するもので、更に

東部への広がりが推定される。周辺では約束150mで行われた第34次調査で当該期の居住域が検

出されている。

。古墳時代初頭前半 (庄内式古相)

当該期の遺構は 1調査区の北部から2調査区のほぼ全域の第 5面で検出した。畑を構成する小

溝群を切るかたちで居住域に関わる土坑や掘立柱建物に伴う柱穴が存在しており、当該期の中で

生産域から居住域への変化が認められる。 1調査区北部ならび 2調査区の北部で検出されたSD
504・ S D505は東西方向に伸びる同一の溝と考えられ、居住域内を区画する機能を果たしたもの

と推定される。一方、 1調査区の北部以南では堆積層の特徴から当該期には沼沢地を形成する環

境であったことが推定される。なお、 1調査区の西方で実施した第25次調査の 2・ 3調査区なら

びに第36次調査の 1・ 2調査区では南北に伸びる自然河川が検出されていることから、当該期の

集落は西側に近接する自然河川とその周辺に形成された沼沢地の縁辺地から東方に広がる微高地

にかけて展開する集落の景観が想定される。

・古墳時代前期後半 (庄内式新相)

遺構としては第 5面で検出したS K506が唯―のものであるが、出土遺物も豊富である点から

みて北方に当該期の集落の広がりが想定される。なお、第 4面で検出した溝群 1、 溝群 2が当該

期の畑を構成した小溝群と考えられ、居住域の南東部に生産域が想定される。

・古墳時代前期前半 (布留式古相)

2調査区の第 4面で布留 I期に比定される古墳 2基 (401号墳 。402号墳)、 土器棺墓 1基 (土

器棺墓401)を検出している。当該期においては、墓域としての土地利用が想定される。特に、

第
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402号墳についてはこれまで検出されたなかで墳丘規模が最小に分類されるもので、久宝寺遺跡

内では (財 )大阪府文化財センターによる水処理施設に伴う調査では402号墳と同規模の墳丘を持

つ 8号墳 (本書 I P65第 40図参照)が検出されており、特定の有力家父長の子供の中に独立した

墳丘を持つ古墳の造墓を許された者がいたことを物語っている。なお、401号墳の西側に近接す

る第 9次調査では布留Ⅱ期に比定される久宝寺古墳 (前方後方墳)が位置しており、築造の方向

等に共通点が見られるため、久宝寺古墳の築造時点においては401号墳の存在が影響した可能性

が高い。なお、401号墳の周溝上部からは布留式新相 (布留Ⅲ期)に比定される小形丸底壷 (2)

が出上しており、この時点まで墓前祭祀が継続して行われていたことが推定される。

・古墳時代後期

1調査区の第 3面で水田が検出されている。同時期の水田は西方で行われた25次調査の 2・ 3

調査ならびに36次調査の 1調査区で検出されており、それらを総合すれば現時点では東西70m以

上、南北90m以上に展開していたことが推定される。

・古墳時代後期～奈良時代

1調査区南側で水田面とこれに付随する畦畔を検出しているが、 1調査区北側と2調査区は微

高地になっているため水田は南部を中心に展開したことが想定される。北接する第 9次調査 (K

H91-9)で は奈良時代の井戸や小穴を検出しており、北側に存在した集落によって経営された

水田と推定される。

・中世

1調査区で検出された畝状遺構群があげられる。畝状遺構群は上面を覆う洪水砂によつて削ら

れていたが、畝の方向が確認できたことから、今後周辺で検出される中世遺構との相関関係を判

断する材料となろう。

以上のように多 くの新しい知見を得ることができた。とくに前方後方墳を含む墓域の広がりと

縁辺が判明したことは大きな成果である。今後、墓域と、耕作域を含めた集落域との関連性を検

討していくことが課題であろう。また、古墳時代初頭 (庄内式期)の居住域の端が確定したこと

は当該期における当地の集落範囲を定めるうえで重要である。さらに 2調査区の東部で見られた

盛土状遺構による微高地の形成は久宝寺の地形に影響を及ぼしたことは、鍵層である植物遺体層

の消滅からもうかがえ、本遺構の検出は当調査地以東の調査を進めていくなかで意味をもつので

ある。
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1調査区 第 2面全景 (上が東)

2調査区 第 2面全景 (上が北 )
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嵐

2調査区 第 3面全景 (上が北)


